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●６月１１日（日）の全線開通に向けた白山白川郷ホワイトロードの除雪作業状況
です。（詳しくは３ページ）

2017 June

FREE

も
り

白山白川郷ホワイトロードが
全線開通します！

ご自由に お持ちください。

岐阜県の森林・林業
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岐阜県の森林・林業

森林・林業関係イベントカレンダー（6月～7月）
開催日 行事名等 内　容　等 開催場所

問い合わせ先

一般向け

白山白川郷ホワイトロードが全線開通します。
●開通日：６月11日（日）予定
 （除雪の状況により開通日を決定しますので、詳し

い日時はホームページでご確認ください。）
●供用期間：６月11日～１１月10日（予定）
●供用時間：午前７時～午後６時（６月～８月）
　　　　　  午前８時～午後５時（９月～１１月）
●通行料金：軽自動車１,400円、普通車１,600円                 

　　　　  マイクロバス４,900円
　　　　　  大型バス10,800円

●目的：「ぎふ木育」に関する幅広い知識を有し、県
で整備を進めている木育拠点をはじめとする
様々な場面において、木育プログラムの運営サ
ポートスタッフとしてご活躍いただける人材を養
成します。

●時間：10:00～16：00（予定）
●受講料：無料（ただし、教材費等として20,000円）
●申込締切：平成29年6月10日（土）※当日消印有効
●定員：10名

●内容：「山の日」の趣旨に基づき、シンポジウムを
開催します。

●日時：7月7日（金）13：30～16：30
●参加料：無料
※詳細は5ページをご覧ください。

●内容：森林管理や森林資源の活用に関する研究
内容を紹介します。

●時間：13:15～16:10（受付12:45～）（予定）
●参加料：無料
●事前申込：必要（FAX、電子メール、郵送にて）

●内容：①学校の概要説明、②森と木のエンジニア科の
説明会、③森と木のクリエーター科教員によるリレー
トーク、④教員との面談、⑤なんでも相談、在校生との
フリートーク、⑥学内見学ツアーなど

●時間：10:00～16:00
●参加料：無料
●事前申込：不要

６月11日（日）
予定

7月7日(金)

6月24日（土）
7月15日（土）
8月26日（土）
9月30日（土）
10月21日（土）
11月25日（土）
12月 9 日（土）
12月23日（土）
全8回

白山白川郷
ホワイトロードの
全線開通

白山開山
1300年記念

「山の日」
シンポジウムｉｎ郡上

7月13日(木)
平成29年度 
岐阜県森林研究所 

「研究・成果発表会」

7月23日(日) 森林文化アカデミー
オープンキャンパス

ぎふ木育指導員
養成講座

白山白川郷ホワイトロード
　岐阜県大野郡白川村鳩谷～
　石川県白山市尾添

５月中：公益社団法人岐阜県森林公社
　　　　高山出張所　担当：知手
　　　　高山市上岡本町 7－468
　　　　TEL 0577-33-1111（代表）
６月～：白山林道岐阜管理事務所
　　　　大野郡白川村大字馬狩字幅上 246-4
　　　　TEL 05769-6-1664

郡上市総合文化センター
（郡上市八幡町島谷 207－1）

環境生活部環境企画課
TEL 058-272-1111（内線 2697）
担当：中村、野田

わかくさ・プラザ
( 関市若草通 2 丁目 1 番地）

岐阜県森林研究所
（〒501-3714 美濃市曽代 1128-1）
TEL 0575-33-2585
FAX 0575-33-2584
E-mail c25108@pref.gifu.lg.jp
担当：土肥、久田

森林文化アカデミー（美濃市曽代 88）

森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525
FAX 0575-35-2529
E-mail info@forest.ac.jp
URL http://www.forest.ac.jp/

森林文化アカデミー（美濃市曽代 88）
岐阜県図書館（岐阜市宇佐 4-2-1)
岐阜県美術館（岐阜市宇佐 4-1-22)

岐阜県林政部恵みの森づくり推進課
木育推進室
TEL 058-272-1111（代表）
FAX 058-278-2702

わ
が
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の
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林
・
環
境
行
政
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　白川村と石川県白山市を結ぶ山岳有料道路「白山白川郷ホワイトロード」は、６月１1日（日）午前９時に全線開通し
ます。
　白山国立公園特別保護地域の山岳地帯を通過する「白山白川郷ホワイトロード」は、この季節、残雪と新緑の両方
を楽しむことができます。壮大な山々の風景や、渓谷から吹き上がる冷涼な空気が、爽やかな世界を感じさせてくれま
す。「白川郷展望台」や「ブナ原生林遊歩道」での森林散策など、「白山白川郷ホワイトロード」の大自然の醍醐味を
お楽しみください。
　なお、詳しい情報は、白山林道岐阜管理事務所にお尋ねいただくかホームページでご確認ください。

白山白川郷ホワイトロードが全線開通します

通行料金

白山林道岐阜管理事務所
TEL/FAX 05769-6-1６６４
http://hs-whiteroad.jp/

お問い合わせ先

マイクロバス

【治山課　増田 龍太】

【治山課　萬谷 亘哉】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ8526 治山課治山係まで

軽 自 動 車 １,４００円
普　通　車 １,６００円

４,９００円
大 型 バ ス １０,８００円

 近年、集中豪雨等により山地災害が多発し、人命・財産に甚大な被害が及んでいます。こうしたことから、県民の皆さんに
山地災害に対する防災意識を高めてもらうため、例年、林野庁、県及び市町村が一体となって、「山地災害防止キャンペー
ン」を実施しています。
　今年度のキャンペーン期間は、平成２９年５月２０日から６月３０日です。
　県では、各農林事務所や市町村役場等に山地災害防止キャンペーンポスターを掲示するとともに、市町村の広報誌に関
連記事を掲載しています。
　さらに、山地災害危険地区の周辺にお住まいの方たちを対象に現地説明会等でのＰＲ活動も行っています。
　また、キャンペーン関連行事として、山地災害防止標語及び写真コンクールが実施されます。たくさんの応募をお待ちして
います。

（一社）日本治山治水協会　標語・写真コンクール係　TEL 03-3581-2288　FAX 03-3581-1410

【標語及び写真コンクールの応募先及び問い合わせ先】

平成29年度 山地災害防止キャンペーン

※写真は平成２８年度に実施したキャンペーンの状況です。

山地災害危険地区に関する現地説明 防災ポスター掲示状況 山地災害研修の状況
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クリの花
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「
臭
っ
！
」、
交
差
点
で
車
を
停
車
さ

せ
る
と
、
ま
さ
に
真
っ
盛
り
の
花
を
咲

か
せ
た
ク
リ
の
木
が
あ
り
ま
し
た
。

　

5
月
下
旬
～
6
月
に
花
を
咲
か
せ
る

ク
リ
は
、
前
年
伸
び
た
枝
（
結
果
母
枝
）

の
芽
か
ら
発
生
す
る
新
梢
に
、
雄
花
が

１
５
０
個
程
つ
い
た
穂
状
（
尾
状
）
の

花
序
を
つ
け
、
雄
花
序
の
基
部
に
雌
花

を
1
、
2
個
つ
け
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　

雄
花
は
垂
れ
て
い
る
た
め
よ
く
分
か

り
ま
す
が
、
雌
花
は
緑
色
で
目
立
た
ず
、

針
の
よ
う
な
花
柱
が
約
10
本
と
、
後
に

毬
と
な
る
総
苞
が
あ
る
だ
け
の
簡
単
な

形
を
し
て
い
ま
す
。

　

同
じ
ブ
ナ
科
で
も
コ
ナ
ラ
属
と
は

違
っ
て
、
ク
リ
（C

astanea crenata

）

は
虫
媒
花
で
す
。
あ
の
独
特
な
雄
花
の

香
り
で
昆
虫
を
集
め
ま
す
が
、
な
ん
と

雄
花
か
ら
花
蜜
も
分
泌
す
る
た
め
、
多

く
昆
虫
が
雄
花
に
集
ま
り
ま
す
。
花
に

は
ハ
ナ
ア
ブ
類
、
ミ
ツ
バ
チ
類
、
ハ
ナ
ム

グ
リ
類
な
ど
多
く
の
昆
虫
が
引
き
寄
せ

ら
れ
、
中
に
は
橙
色
が
美
し
い
ア
カ
シ

ジ
ミ
や
緑
色
が
美
し
い
ミ
ド
リ
カ
ミ
キ

リ
等
も
集
ま
り
ま
す
。

　

ブ
ナ
科
ク
リ
属
は
約
10
種
が
北
半
球

に
分
布
し
ま
す
が
、
日
本
に
は
1
種
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
リ
の
変
種
に
は
、
一

つ
の
毬
（
殻
斗
）
に
果
実
が
6
～
8
個

入
っ
た
ハ
コ
グ
リ
（C

astanea crenata 

var. pleiocarpa

）
や
、
毬
の
ト
ゲ
が
極

端
に
短
い
ト
ゲ
ナ
シ
グ
リ
（C

astanea 

crenata var. sakyacephala

）、
枝
が
垂

れ
る
シ
ダ
レ
グ
リ
（C

astanea crenata 

var. pendula

）
等
が
あ
り
ま
す
。

　

ク
リ
の
属
名C

astanea

は
ギ
リ

シ
ャ
語
で
ク
リ
の
実
を
指
し
、
小
種
名

crenata

は
葉
が
円
鋸
歯
状
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

葉
に
よ
る
識
別
で
は
、
一
見
ク
ヌ
ギ
に

似
て
い
ま
す
が
、
ク
リ
の
葉
の
裏
に
は

腺
点
（
小
さ
な
粒
々
）
が
あ
り
、
ま
た

鋸
歯
の
先
端
ま
で
葉
緑
素
が
あ
る
こ
と

が
見
分
け
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

ク
リ
と
言
え
ば
、
焼
き
栗
や
栗
き
ん

と
ん
、
木
材
を
連
想
す
る
方
も
多
い
で

し
ょ
う
が
、
葉
や
樹
皮
も
大
変
役
に
立

ち
ま
す
。
肌
の
敏
感
な
方
に
は
お
薦
め

で
き
ま
せ
ん
が
、
私
は
現
場
で
「
ヤ
マ
ウ

ル
シ
に
か
ぶ
れ
た
か
な
？
」と
感
じ
た
時
、

応
急
処
置
と
し
て
ク
リ
の
生
葉
を
揉
ん

で
患
部
に
汁
を
つ
け
ま
す
。
こ
れ
は
ク

リ
の
葉
に
含
ま
れ
る
タ
ン
ニ
ン
や
タ
ン
ニ

ン
酸
が
、
皮
膚
炎
症
部
の
タ
ン
パ
ク
質

に
結
合
し
て
収
斂
作
用
と
し
て
働
く
も

の
で
、
カ
キ
ノ
キ
の
葉
も
同
じ
よ
う
に

使
え
ま
す
。

　

ク
リ
や
カ
キ
ノ
キ
の
タ
ン
ニ
ン
は
、「
皮

の
な
め
し
」
で
硬
化
や
腐
敗
に
関
連
す

る
タ
ン
パ
ク
質
を
除
く
の
に
利
用
さ
れ

た
り
、
お
酒
の
濁
り
の
原
因
で
あ
る
タ

ン
パ
ク
質
を
除
く
「
清
浄
剤
」
に
使
わ

れ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
乾
燥
さ
せ
た

ク
リ
の
葉
や
樹
皮
、
毬
を
煎
じ
て
や
け

ど
や
あ
せ
も
、
ウ
ル
シ
か
ぶ
れ
の
患
部

洗
浄
に
使
い
、
ク
リ
の
葉
の
煎
汁
は
咳

止
め
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、
海
外
で

も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
グ
リ
や
ア
メ
リ
カ
グ
リ
の

葉
を
強
壮
薬
や
百
日
咳
の
鎮
咳
薬
に
利

用
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
ク
リ
の
花
の
あ
の
独
特
な
香

り
、
男
性
の
前
立
腺
液
に
含
ま
れ
る
ス

ペ
ル
ミ
ン
と
い
う
物
質
に
例
え
ら
れ
る

ほ
ど
特
有
の
匂
い
だ
っ
た
の
で
す
。

▲左下がクリの雌花、後ろが雄花の穂状（尾状）花序
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　毎年、参加者から大好評をいただいている「水源林見学会」を今年も開催します。
　この見学会は、公益社団法人木曽三川水源造成公社主催によるもので、木曽三川（木曽川、長良川及び揖斐川）流域の愛知、岐
阜、三重にお住まいの方の参加を募集します。
　見学会では、水源となる森林の大切さを理解していただくため、森の健康診断や水源林を守るための間伐体験を行います。
　夏の思い出づくりにぜひご参加ください。

【開 催 日】
【場　　　所】
【集合場所等】

【参 加 対 象】

【活 動 内 容】

【参 加 費】
【応 募 方 法】

【応 募 期 間】

ＪＲ岐阜駅中央北口に８時集合、バスで現地へ移動
ＪＲ岐阜駅に１７時頃到着・解散予定
愛知、岐阜、三重県内にお住まいの小学生とその保護者

（保護者同伴。４０名程度）
森林のプロ（公社職員）による森の健康診断、山仕事（間伐）体験等
・生えている木を実際に切っていただきます。
・雨天の場合は、木工教室に変更予定。
・作業ができる服装でご参加ください。
無料
はがき又はＥメールに住所、参加者全員の氏名、ふりがな、年齢、生年月日、性別、
電話番号を明記のうえ応募
応募者多数の場合は抽選（応募者全員に抽選結果をお知らせします。）
７月１４日（金）必着

お申込み、お問合わせは、公益社団法人木曽三川水源造成公社までお願いします。

水源林見学会参加者募集

平成29年８月5日（土）
岐阜県中津川市の水源林

日 時
場 所
主 催
共 催
プログラム

参 加 料

関 連 行 事

岐阜県、郡上市
白山ユネスコエコパーク協議会
記念講演　岐阜県立森林文化アカデミー学長　涌井史郎氏
特別講演　国連大学IAS OUIK研究員　飯田義彦氏
パネルディスカッション
　パネラー　　白山中居神社禰宜　石徹白隼人氏
　　　　　　　環白山保護利用管理協会副会長　曽我隆行氏
　　　　　　　㈲大原林産（冒険の森inいとしろ）代表　小森胤樹氏
　　　　　　　郡上木履　諸橋有斗氏
　コーディネーター　涌井史郎氏
無料

エクスカーション
白山ゆかりの郡上市白鳥町石徹白地域を
舞台に開催します。

日　　　時　平成２９年７月８日（土）
プログラム　
　①白山古道トレッキングコース
　②白山への道五箇所巡りコース

平成29年7月7日（金）13：30～16：30
郡上市総合文化センター（郡上市八幡町島谷２０７－１）

【治山課　増田 龍太】

【住　　所】　〒501-3756　美濃市生櫛1612-2　中濃総合庁舎5階
【電話番号】　0575-33-4011（内４０８）
【ホームページ】　http://www.kiso3sen.org/
【Eメール】　desk@kiso3sen.org

白山開山1300年記念

「山の日」シンポジウムｉｎ郡上
　「山の日」の趣旨に基づき、郷土の山々の持つ自然環境、歴史、文化等の様々な魅力を県民に発信し、郷土の自然を活か
し、守り、共生するための自然環境保全意識を醸成することを目的にシンポジウムを開催します。
　平成２９年は白山が開山されてから１３００年の節目の年であり、白山の信仰や歴史文化、自然環境について、講演、パネ
ルディスカッションを行います。
　多くの皆様のご来場をお待ちしております。

問い合わせ先：環境生活部環境企画課　中村または野田　　TEL:058-272-1111 内線（2697）
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寺
澤

　俊
二
（
72
）

踏
込

　龍
生

岐
阜
県
恵
那
市

平
成
24
年
取
材

 

「
森
の
名
手・名
人
」と
は
、森
に
関
わ
る
仕
事
や
地
域
生
活
に
染
み
込

ん
だ
営
み
の
う
ち
、優
れ
た
技
を
も
っ
て
そ
の
業
を
極
め
、他
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
達
人
で
、毎
年
、全
国
で
約
１
０
０
名
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。岐
阜
県
に
お
い
て
は
、現
在
、47
名
の「
森
の
名
手・名
人
」が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
森
の
名
手・名
人
」を「
森
の
”聞
き
書
き
甲
子
園
“」に
参
加
し

た
高
校
生
が「
聞
き
書
き
取
材
」を
し
た
も
の
の
中
か
ら
誌
面
の
関
係
上

要
点
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。な
お
、年
齢
、住
所
、学
年
は
取
材
当
時
の

も
の
で
す
。

42

森の
名手・名人
シリーズ

岐
阜
県
立
飛
騨
高
山
高
等
学
校
１
年

【
森
の
名
手
・
名
人
編
集
担
当

  

公
益
社
団
法
人

岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

　専
務
理
事

　黒
﨑
隆
司
】

※
原
本
は
長
文
の
た
め
、文
章
の
一
部
を
割
愛
し
て
い
ま
す
。

●
生
年
月
日
：
昭
和
15
年
３
月
５
日
生
ま
れ

●
職
業
：
農
林
業

寺
澤

　俊
二
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

て
ら 

さ
わ

　
　

  

し
ゅ
ん
じ

　
昭
和
３３
年
以
来
、先
代
か
ら
承
継
し
た
約
２０
　ha
の
山

林
に
植
栽
や
保
育
を
行
い
、80
％
を
人
工
林
に
し
て
育
て

て
き
た
。

　
林
業
の
効
率
化
や
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
た
め
に
、早
く

か
ら
バ
ッ
ク
ホ
ウ
等
の
機
械
を
導
入
し
、自
ら
の
作
業
で

１
０
０
０ｍ
以
上
の
作
業
道
を
開
設
し
て
、年
間
１
０
０

〜
１
２
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
間
伐
材
を「
山
岡
木
の
駅
」へ

出
荷
し
て
い
る
ほ
か
、「
大
栗
林
業
ク
ラ
ブ
」を
結
成
し
、

恵
南
森
林
組
合
と
連
携
し
て
、地
域
の
間
伐
等
を
進
め

て
い
る
。

　
平
成
１８
年
か
ら
恵
那
市
の「
恵
那
の
森
づ
く
り
推
進

委
員
会
」の
委
員
を
務
め
、森
林
づ
く
り
へ
の
提
言
や
木

工
工
作
材
料
の
提
供
な
ど
、恵
那
市
の
進
め
る
林
業
施

策
の
推
進
に
協
力
し
て
い
る
。

　
平
成
２４
年
に
は
、岐
阜
県
林
業
経
営
コ
ン
ク
ー
ル
の
最

優
秀
を
受
賞
し
、現
在
も
地
域
の
森
林
づ
く
り
に
活
躍

中
で
あ
る
。

　
な
お
、聞
き
手
の
踏
込
龍
生
さ
ん
は
、現
在
岐
阜
県
森

林
組
合
連
合
会
岐
阜
林
産
物
共
販
所
で
活
躍
中
で
あ

る
。 名

人

名 

人
聞
き
手

ふ
み
こ
み
り
ゅ
う
せ
い

え
て
作
る
。
そ
れ
も一つ
の
ポ
イ
ン
ト
や
で
。
作
業
の
し

や
す
い
よ
う
に
道
路
を
変
更
し
な
が
ら
作
って
く
。
急

な
勾
配
の
と
こ
ろ
を
、一つ
カ
ー
ブ
さ
せ
て
上
へ
行
く
。

１
回
道
を
作
っ
ち
ゃ
う
と
、次
は
何
年
か
先
で
も
ち
ょっ

と
直
す
だ
け
で
通
れ
る
よ
う
に
な
る
。

３
．
安
全
に
作
業
を
す
る
た
め
に

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
１
日
に
１
回
研
い
で
毎
日
使
う
。

燃
料
は
１
日
３
ℓ
か
、４
ℓ
く
ら
い
い
る
。
チェー
ン
ソ
ー

で
伐
る
と
木
の
く
ず
が
出
る
わ
け
よ
。
そ
れ
が
機
械

の
中
へ
入
る
も
ん
で
、
そ
れ
を
コ
ン
プ
レッ
サ
ー
で
た
ま

に
き
れ
い
に
掃
除
せ
ん
と
、
調
子
が
悪
う
な
る
。

　
ワ
イ
ヤ
ー
は
木
を
引
っ
張
っ
た
り
、
つっ
た
り
い
ろ
い

ろ
す
る
わ
け
よ
。
ワ
イ
ヤ
ー
は
傷
が
つ
い
て
切
れ
か
け

た
や
つ
は
使
っ
ち
ゃ
い
か
ん
。
使
っ
た
と
き
に
切
れ
て
頭

の
上
へ
落
ち
た
り
、
積
む
と
き
に
切
れ
て
、
機
械
が

壊
れ
た
り
す
る
と
い
か
ん
で
。
ワ
イ
ヤ
ー
は
常
に
傷
の

な
い
新
し
い
の
を
使
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
や
わ
な
。
安
全

面
が一番
大
切
や
で
。

　

木
を
引
き
だ
す「
引
っ
張
り
だ
こ
」ち
ゅ
う
の
が
あ

る
。
3
0
0
kg
く
ら
い
の
も
の
を
引
く
力
が
出
る
わ

け
。
で
、
長
さ
が
40ｍ
く
ら
い
あ
る
ワ
イ
ヤ
ー
を
つ
な
い

で
、
引
き
寄
せ
る
。
け
ど
運
び
出
す
の
が
ち
ょ
こっ
と

ず
つ
し
か
で
き
ん
。
今
は
ユ
ン
ボ（
バッ
ク
ホ
ー
）に
ウ
イ

ン
チ
が
つ
い
と
っ
て
、
滑
車
が
つ
い
と
っ
て
、
木
を
巻
き

上
げ
る
よ
う
な
ふ
う
だ
わ
な
。

　

キ
ャ
タ
ピ
ラ
が
つい
た
の
は
、
木
を
運
搬
す
る
機
械
。

あ
れ
に
も
ウ
イ
ン
チ
が
つ
い
と
って
引
っ
張
れ
る
。
下
り

な
ら
0
・
8
か
ら
１
立
方
米
近
く
ま
で
積
め
る
の
な
。

あ
ま
り
急
な
と
こ
は
滑
る
で
危
な
い
け
ど
な
。
運
搬

機
は
、
道
の
な
い
と
こ
ろ
で
も
平
ら
な
ら
、
山
の
中
ま

で
入
って
い
け
る
で
非
常
に
便
利
だ
に
。
ち
ょっ
と
し
た

川
の
よ
う
な
と
こ
は
、
木
を
並
べ
て
橋
を
作
って
、
多

少
軟
ら
か
く
て
も
キ
ャ
タ
ピ
ラ
が
あ
る
も
ん
で
動
け
る

し
。
大
事
に
使
っ
と
る
で
の
。

　

後
は
ユ
ン
ボ
だ
な
。
今
の
は
２
台
目
で
キ
ャ
タ
ピ
ラ

き
、
ほ
と
ん
ど
が
道
路
ま
で
出
て
く
る
ち
ょ
う
ど
い
い

間
隔
な
ん
よ
。
上
の
方
へ
倒
す
と
上
の
道
へ
出
る
し
、

下
の
方
へ
倒
す
と
下
の
道
へ
出
る
も
ん
で
。
道
の
幅
は

３ｍ
か
ら
３ｍ
50
く
ら
い
か
な
。

　

作
っ
た
道
が
崩
れ
る
と
な
か
な
か
つ
な
が
ら
な
い
も

ん
で
。崩
れ
て
し
ま
う
と
道
が
通
れ
ん
よ
う
に
な
っ
ち
ゃ

う
か
ら
、
ま
た
掘
る
か
、
ど
っか
で
余
っ
た
土
を
ダ
ン
プ

で
運
ん
で
き
て
入
れ
る
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ

う
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
を
考
え
て
道
を
作
っ
た
り
、
排
水
を
し
た
り
す
る

わ
け
よ
。
だ
か
ら
、
石
の
ブ
ロッ
ク
を
積
む
と
か
、
石

を
並
べ
と
い
て
頑
丈
に
作
る
か
な
。
そ
の
と
き
に
ビニ
ー

ル
パ
イ
プ
の
太
い
排
水
管
を
入
れ
て
水
を
流
し
出
す

と
、一番
い
い
わ
な
。
排
水
の
処
理
が
第一や
。
作
っ
と

る
と
き
に
、
水
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
場
合
は
、
木

を
敷
い
た
り
、
石
を
敷
き
詰
め
た
り
し
て
、
そ
の
上

に
道
を
作
っ
て
い
く
。
そ
れ
と
、
大
き
な
石
が
正
面

に
ド
ー
ン
と
出
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
石
を
よ
け
て
、

石
の
上
へ
あ
が
る
か
遠
回
り
し
て
行
く
よ
う
に
道
を
変

木
で
も
ポ
キ
ン
と
折
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
き
っか
け

に
山
全
体
が
崩
れ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
山
崩
れ
し

て
下
流
に
行
く
の
が一番
の
災
害
の
大
き
い
こ
と
や
で
。

山
崩
れ
は
雨
の
場
合
に
よ
く
起
き
る
し
、林
道
を
作
っ

て
い
く
と
き
に
山
崩
れ
の
起
き
ん
よ
う
な
方
法
で
い
か

な
か
ん
。

　

地
域
に
は「
大
栗
林
業
ク
ラ
ブ
」ち
ゅ
う
の
が
あ
っ

て
、
森
林
組
合
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
そ
の
人
た
ち

と一緒
に
、
近
く
の
地
域
の
山
を
持
っ
と
る
人
の
と
こ
へ

行
って
、
間
伐
を
や
っ
た
り
い
ろ
い
ろ
活
動
は
し
と
る
。

２
．
道
づ
く
り
は
工
夫
が
大
切

　

山
の
ど
こ
を
切
り
開
く
か
ど
う
や
っ
て
決
め
と
る

か
っ
ち
ゅ
う
と
、
道
は
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
み
た
い
に
回
っ

て
上
に
い
く
ん
や
が
、
そ
の
下
の
道
路
と
折
り
返
し
た

上
の
道
路
と
の
間
隔
が
40ｍ
か
ら
50ｍ
く
ら
い
に
な
る

よ
う
に
し
と
る
。
木
は
将
来
20ｍ
に
な
る
も
ん
で
、
そ

れ
を
パタ
ン
と
倒
し
て
引
っ
張
り
出
す
作
業
を
す
る
と

１
．
道
づ
く
り
で
山
の
環
境
を
守
る

　

初
め
て
作
業
道
を
作
っ
た
の
は
、
11
年
く
ら
い
前
か

な
。
県
の「
作
業
道
研
修
」を
受
け
て
な
、
道
を
作
っ

と
っ
た
。
今
の
時
代
、
山
の
中
ま
で
車
で
入
れ
ん
と

仕
事
に
な
ら
ん
し
、
手
入
れ
も
し
や
す
い
で
。
手
入

れ
を
し
て
な
い
と
山
に
日
光
が
入
ら
ん
わ
け
よ
。
陽
が

入
ら
ん
ち
ゅ
う
と
、
山
全
体
が
露
出
し
ち
ゃ
う
わ
け
。

土
が
下
ま
で
流
れ
出
ち
ゃ
う
っ
て
い
う
こ
と
。
草
が
生

え
と
ら
ん
と
、
水
が
流
れ
る
わ
け
。
そ
う
す
る
と
上

の
方
が
崩
れ
る
。
木
は
倒
れ
る
わ
け
よ
。
倒
れ
る
と

根
っこ
が
上
に
あ
がって
き
ち
ゃ
う
。
押
さ
え
る
勢
い
と

水
の
勢
い
で
崩
れ
て
く
る
わ
け
よ
。
雪
で
も
同
じ
こ
と

が
言
え
る
わ
け
で
よ
。
雪
の
場
合
は
温
度
が
プ
ラ
ス
に

な
る
と
そ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
る
わ
け
。
融
雪
注
意
っ

て
言
う
け
ど
、
温
度
が
３
、４
度
に
な
る
と
雨
が
木
に

凍
り
つ
い
て
、
凍
り
つ
い
た
と
こ
ろ
に
雪
が
乗
って
く
る

わ
け
、
そ
う
す
る
と
、
木
が
倒
れ
て
く
る
。
そ
こ
に

キ
ツ
ツ
キ
が
穴
を
あ
け
た
木
が
あ
る
と
、
そ
れ
で
太
い

道
づ
く
り

山
と
人
生
の
道
づ
く
り
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業

寺
澤
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の
プ
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て
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わ

　
　

  

し
ゅ
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じ

　
昭
和
３３
年
以
来
、先
代
か
ら
承
継
し
た
約
２０
　ha
の
山

林
に
植
栽
や
保
育
を
行
い
、80
％
を
人
工
林
に
し
て
育
て

て
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た
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林
業
の
効
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化
や
低
コ
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化
を
図
る
た
め
に
、早
く

か
ら
バ
ッ
ク
ホ
ウ
等
の
機
械
を
導
入
し
、自
ら
の
作
業
で

１
０
０
０ｍ
以
上
の
作
業
道
を
開
設
し
て
、年
間
１
０
０

〜
１
２
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
間
伐
材
を「
山
岡
木
の
駅
」へ

出
荷
し
て
い
る
ほ
か
、「
大
栗
林
業
ク
ラ
ブ
」を
結
成
し
、

恵
南
森
林
組
合
と
連
携
し
て
、地
域
の
間
伐
等
を
進
め

て
い
る
。

　
平
成
１８
年
か
ら
恵
那
市
の「
恵
那
の
森
づ
く
り
推
進

委
員
会
」の
委
員
を
務
め
、森
林
づ
く
り
へ
の
提
言
や
木

工
工
作
材
料
の
提
供
な
ど
、恵
那
市
の
進
め
る
林
業
施

策
の
推
進
に
協
力
し
て
い
る
。

　
平
成
２４
年
に
は
、岐
阜
県
林
業
経
営
コ
ン
ク
ー
ル
の
最

優
秀
を
受
賞
し
、現
在
も
地
域
の
森
林
づ
く
り
に
活
躍

中
で
あ
る
。

　
な
お
、聞
き
手
の
踏
込
龍
生
さ
ん
は
、現
在
岐
阜
県
森

林
組
合
連
合
会
岐
阜
林
産
物
共
販
所
で
活
躍
中
で
あ

る
。 名

人

名 

人
聞
き
手

ふ
み
こ
み
り
ゅ
う
せ
い

働
く
。
そ
う
い
う
循
環
で
、
だ
れ
も
が
生
活
で
き
て
、

ま
た
後
継
者
も
で
き
て
、
成
果
も
現
れ
る
よ
う
に
な

る
わ
な
あ
。

6
．
未
来
へ
つ
な
ぐ
道  

山
は
我
が
人
生

　

木
材
の
価
格
が
低
迷
し
と
る
も
ん
で
、
予
定
通
り

に
木
を
売
って
、
い
ろ
い
ろ
買
う
と
か
生
活
す
る
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
が
全
く
で
き
ん
よ
う
に
な
っ
ち
ゃっ
と
る

も
ん
で
、
そ
う
い
う
こ
と
が一番
つ
ら
い
わ
な
。
１
年
や

２
年
で
そ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ゃ
あ
き
ら
め
も
つ
く
け

ど
、
何
せ
50
年
も
前
か
ら
や
っ
と
っ
た
こ
と
が
、
だ
ん

だ
ん
駄
目
に
な
って
い
く
ち
ゅ
う
こ
と
や
も
ん
で
、
や
っ

ぱ
し
つ
ら
い
わ
な
。

　

怪
我
を
し
た
こ
と
も
あ
る
し
。
チェー
ン
ソ
ー
で
伐
っ

た
木
が
回
っ
て
き
て
、
背
中
に
当
た
っ
て
、
背
骨
が
折

れ
て
入
院
に
な
って
、
１
ケ
月
く
ら
い
か
かっ
た
こ
と
も

あ
っ
た
な
。
や
け
ど
だ
ん
だ
ん
慎
重
に
な
って
く
る
し
、

年
と
っ
て
き
た
も
ん
で
、
無
理
は
で
き
ん
よ
う
ん
な
っ

た
け
ど
、
怪
我
し
て
も
ま
た
や
る
気
が
起
き
る
ち
ゅ
う

こ
と
は
、
山
が
好
き
だ
ち
ゅ
う
こ
と
や
で
。

　

将
来
は
こ
れ
も
や
っ
ぱ
り
道
を
つ
け
て
よ
、
木
を
出

す
よ
う
に
し
た
い
と
は
思
っ
と
る
。
道
を
つ
け
る
と
山

が
も
の
す
ご
い
良
く
な
る
。
き
れ
い
に
な
る
。
素
晴
ら

し
い
価
値
の
出
る
も
ん
だ
に
、
道
づ
く
り
っ
ち
ゅ
う
も

ん
は
。
ど
ん
な
道
を
作
る
に
し
て
も
よ
、
人
生
の
道

だ
わ
な
。
道
筋
を
作
る
こ
と
は
初
め
は
だ
れ
で
も
苦

労
す
る
わ
。
一
番
初
め
に
道
を
作
る
人
は
苦
労
す
る

け
ど
後
か
ら
通
って
行
く
人
は
楽
だ
わ
の
。
た
だ
、
年

を
と
っ
て
く
る
も
ん
で
後
継
者
に
渡
し
て
の
、一
生
懸

命
や
って
も
ら
い
た
い
ち
ゅ
う
こ
と
も一つ
の
お
願
い
だ
が

の
。

　

山
が
好
き
だ
で
熱
心
に
な
れ
る
。
怪
我
を
し
て
も

失
敗
を
乗
り
越
え
て
も
、
挑
戦
し
て
、
木
を
植
え
て

育
て
た
い
と
、
そ
う
い
う
こ
と
は
思
っ
と
る
。
山
は
我

が
人
生
だ
。

の
も
の
も
回
ら
ん
し
。
木
は
、
１
回
植
え
て
20
年
、

50
年
く
ら
い
た
た
ん
と
大
き
く
な
ら
ん
も
ん
で
、
長
い

目
で
い
く
と
い
う
の
が
よ
。

5
．
共
同
経
営  

山
の
仕
事
も
助
け
合
い

　

と
に
か
く
木
材
の
単
価
が
上
が
っ
て
こ
な
い
と
、
ど

う
し
よ
う
も
な
い
。木
は
国
が
補
助
し
て
や
れ
ん
か
ら
、

1
0
0
％
自
由
貿
易
な
ん
や
。
そ
れ
で
輸
入
品
が
ど

ん
ど
ん
入
って
き
て
、
そ
の
輸
入
と
同
じ
よ
う
な
値
で

日
本
の
国
産
材
も
売
ろ
う
と
す
る
も
ん
で
、
値
が
安

く
な
る
。
多
少
高
く
し
た
い
け
ど
、
外
材
の
基
本
ベ
ー

ス
に
合
わ
せ
て
日
本
の
結
果
も
変
わ
っ
て
く
る
わ
け

よ
。
そ
れ
に
打
ち
勝
つ
だ
け
の
い
い
も
の
を
作
って
い
か

ん
と
、
需
要
が
伸
び
ん
わ
な
。

　

そ
れ
に
は「
共
同
化
し
て
、
コ
ス
ト
を
安
く
し
て
、

い
い
も
の
を
作
る
」こ
と
に
心
が
け
て
お
る
。
一つ
の
ブ

ロッ
ク
、一つ
の
仕
事
を
す
る
と
こ
ろ
か
ら
30
町
歩
く
ら

い（
約
30
ヘク
タ
ー
ル
）の
規
模
で
な
い
と
。
機
械
を
買
っ

て
も
、
人
を
頼
ん
で
き
て
や
って
も
、
わ
ず
か
こ
ん
だ

け
の
山
に
ど
え
ら
い
立
派
な
道
を
作
っ
て
も
多
く
の

方
々
の
山
へ
続
い
と
ら
に
ゃ
何
に
も
な
ら
へ
ん
ろ
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
30
町
歩
の
範
囲
を
Ａ
さ
ん
も
Ｂ
さ

ん
も
Ｃ
さ
ん
も
、
同
じ
機
械
や
道
を
利
用
し
て
や
る

よ
う
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
と
駄
目
な
わ
け
よ
。
国
の
政

策
も
そ
う
い
う
風
に
な
っ
て
か
ん
と
。
そ
れ
に
対
し
て

は
ど
ん
だ
け
の
補
助
金
出
し
ま
す
よ
と
。
そ
の
代
わ

り「
伐
っ
た
木
を
山
に
捨
て
と
っ
ち
ゃ
あ
か
ん
わ
け
よ
。

利
用
間
伐
ち
ゅ
う
て
、
出
し
て
き
て
、
柱
に
し
た
り
、

材
料
に
し
た
り
し
て
市
場
へ
売
り
な
さ
い
」と
、
ル
ー
ル

を
決
め
て
、
シ
ス
テ
ム
化
し
な
い
と
。

　
こ
う
い
う
風
に
共
同
で
林
業
経
営
に
当
た
る
と
い
う

こ
と
を
こ
の
将
来
は
第一に
す
る
。
個
人
の
力
で
は
ど

う
に
も
な
ら
ん
。
共
同
で
施
業
を
し
て
、
森
づ
く
り

に
励
む
っ
ち
ゅ
う
こ
と
や
わ
ね
。
作
っ
た
道
は
使
っ
て
、

機
械
も
使
って
、
何
も
か
も
使
って
運
営
し
て
い
く
と一

番
え
え
の
な
。
機
械
も
使
う
、
道
も
使
う
、
人
間
も

が
ゴ
ム
だ
わ
な
、
初
め
は
鉄
だ
っ
た
け
ど
な
。
鉄
の
方

が
山
に
は
む
い
と
る
。
鉄
の
方
が
滑
ら
ん
で
な
。
ユ
ン

ボ
の
場
合
は
常
に
水
平
に
し
て
仕
事
を
す
る
。
そ
う

す
る
と
力
が
出
る
し
、
危
な
く
な
い
の
で
な
。
技
術

に
つ
な
が
る
の
は
、
安
全
に
や
る
こ
と
な
の
な
。

４
．
植
え
て
・
育
て
て
・
利
用
す
る

　

  

生
き
た
森
づ
く
り

　

手
入
れ
に
は
枝
打
ち
と
い
う
も
ん
が
あ
る
。
高
い

と
こ
の
枝
打
ち
は
、
梯
子
を
使
っ
て
や
る
。
枝
打
ち

は
柱
が
１
本
と
れ
る
く
ら
い
の
範
囲
を
や
る
か
ら
、
大

体
４ｍ
位
の
高
さ
ま
で
だ
も
ん
で
、
そ
の
く
ら
い
の
高

さ
が
あ
り
ゃ
い
い
わ
け
よ
。
そ
れ
を
１
本
の
木
に
対
し

て
２
回
か
ら
３
回
や
る
わ
け
よ
。
初
め
は
15
年
く
ら
い

で
や
って
、
そ
れ
か
ら
25
年
く
ら
い
で
や
って
、
そ
の
後

は
35
年
く
ら
い
の
３
回
の
計
画
で
や
る
わ
け
よ
。
主
に

ヒ
ノ
キ
を
や
る
わ
な
。
両
刃
の
枝
打
ち
鉈
で
よ
、
下

か
ら
と
上
か
ら
と
で
節
は
き
れ
い
に
落
と
い
て
、
肉
が

巻
き
込
む
よ
う
に
と
る
わ
け
よ
。
家
の
内
装
材
に
使

う
よ
う
な
場
合
は
、
や
っ
ぱ
り
手
入
れ
を
し
っ
か
り
し

て
、
節
目
が
無
く
て
木
の
目
が
細
か
い
方
が
、
丈
夫

で
美
し
く
見
え
る
わ
け
よ
。

　

私
の
森
づ
く
り
の
目
安
っ
て
い
う
の
は「
植
え
て
、

育
て
て
、
伐
っ
て
、
利
用
す
る
」と
い
う
、
そ
う
い
う

生
き
た
森
づ
く
り
が
基
本
。
そ
う
せ
ん
と
手
入
れ
そ

寺澤さんが切り開いた道

引っ張りだこを使って木を引き出す
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「
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
目
立
て
角
を
考
え
る
」

活かす知恵

と を森林 人

54

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　教
授
●
池
戸  

秀
隆

を
出
す
と
上
刃
に
60
度
の
角
度
が
付
く
計
算
に

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
基
に
作
図
し
て
み
る
と
図
―
３
の
よ

う
に
な
り
、
分
度
器
で
角
度
を
測
定
す
る
と

ピ
ッ
タ
リ
60
度
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
式
に
よ
る
計
算
は
、
複
雑
に
な
る
の
で

こ
こ
で
は
省
略
し
ま
す
が
、
同
じ
結
果
が
得
ら

れ
ま
す
。

　

１
／
５
で
も
１
／
４
で
も
そ
ん
な
に
大
差
は

な
さ
そ
う
で
す
が
、
今
ま
で
よ
り
ヤ
ス
リ
を

上
に
持
っ
て
き
て
目
立
て
す
る
感
覚
に
な
り
ま

す
。
本
件
に
関
し
て
は
今
後
と
も
慎
重
に
検
討

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

1/4

60°

径 4.8mm のヤスリ

1/4 の接線の角度（倍尺　20：1）

1/4

60°

径 4.0mm のヤスリ

●
作
図
し
て
測
っ
て
み
る
と

　

図
―
２
の
左
側
は
径
4
・
0
㎜
の
ヤ
ス
リ
を

直
径
の
１
／
５
だ
け
カ
ッ
タ
ー
の
上
に
出
し
こ

れ
に
接
線
を
引
い
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
角
度
を
分
度
器
で
測
っ
て
み
る
と
お
よ

そ
53
度
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
右
側
は
４
・
８
㎜
の
ヤ
ス
リ
の
例
で
、

同
じ
く
53
度
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

●
ふ
と
し
た
疑
問

　
よ
く
切
れ
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
伐
木
造
材
の

作
業
を
行
う
こ
と
は
心
地
よ
く
、
し
か
も
安
全

で
す
。

　

教
本
で
は
、
切
れ
る
刃
を
付
け
る
た
め
に「
上

刃
切
削
角
は
、
60
度
に
す
る
と
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
、
ヤ
ス
リ
径
の
５
分
の
１
を
カ
ッ
タ
ー

か
ら
上
に
出
す
こ
と
」が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
図
―
１
）

　

本
当
に
そ
う
な
る
の
か
以
前
か
ら
疑
問
で
、

今
回
、
作
図
と
計
算
に
よ
り
検
証
し
て
み
ま
し

た
。

 
図－2　1/5の接線の角度

図－3　1/4の接線の角度

図－1　切削角を60度にするためのヤスリの当て方
（林業・木材製造業労働災害防止協会 2014 抜粋）

●
計
算
し
て
比
較
し
て
み
る
と

　

次
に
、
円
の
方
程
式
と
接
線
方
程
式
を
使
っ

て
接
線
の
傾
き
を
求
め
、
角
度
を
計
算
し
て
み

ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
接
線
の
傾
き
を
示
す
Ｘ
の
係
数
は

４
／
３
と
な
り
、
三
角
関
数
の
タ
ン
ジ
ェ
ン
ト

を
使
っ
て
角
度
に
直
し
て
み
る
と
53
・
13
…
度

と
な
り
、
結
果
は
作
図
で
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し

た
53
度
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。

 

●
　
度
に
仕
上
げ
る
に
は

　

そ
れ
で
は
、
上
刃
切
削
角
を
60
度
に
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ヤ
ス
リ
径
４
・
０
㎜
の
場
合
を
想
定
し
、
計

算
に
よ
り
算
出
し
て
み
ま
し
た
。

　

求
め
方
は
、
接
点
座
標
の
ｙ
の
値
を
求
め
、

ヤ
ス
リ
半
径
か
ら
こ
の
値
を
引
き
、
直
径「
４
」

と
比
べ
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。

　

計
算
式
は
省
略
し
ま
す
が
、
接
線
方
程
式
は

y

＝√
3 x

＋4
、
接
点
座
標
は（−√

3，
1

）に
な

り
ま
す
。

　

ヤ
ス
リ
半
径「
２
」か
ら
ｙ
の
値「
１
」を
引
く

と「
１
」と
な
り
、
１
㎜
が
カ
ッ
タ
ー
か
ら
上
に

出
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ヤ
ス
リ
径
は
４
・
０
㎜
で
す
か
ら
、
１
／
４

1/5

53°

径 4.8mm のヤスリ

1/5 の接線の角度（倍尺　20：1）

1/5

53°

径 4.0mm のヤスリ

60

①やすりの直径の1/5をカッターの上に出すことによっ
て、上刃切削角がほぼ60°となります。これを利用して、
上刃切削角を60°に目立てできます。

②木材を切る刃先の最適の角度は、55°前後とされていま
す。上刃切削角を60°にすれば、上刃逃げ角5°を引いて
刃先角は、55°になります。
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『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

【恵みの森づくり推進課　吉田 宗平】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８-２７２-8472　恵みの森づくり推進課まで

2
　平成24年度より県民みんなで豊かな自然環境を守る仕組みとして導入した　「清流の国ぎ
ふ森林・環境税」は、平成33年度末まで５年間延長されました。税活用事業の内容も見直し
をしましたので、新しい内容の事業を含め連載で紹介します。

清流の国ぎふ地域活動支援事業 ～住民主体の創意工夫ある森づくり・川づくり～
平成 29 年度は、61 の団体がそれぞれ特色ある事業を実施します。採択事業数は、６年間で延べ 243 件となります。

吉田地域活性化委員会（チェーンソー講習会） 長良・自然とくらし楽校（天神川の生きもの調べ）

団体等名 事業名

三輪の里山を守る会 三輪の森づくり活動
岐阜県木育推進協議会 ぎふ木育指導者養成講座
Meets Vision ぼくらと森のかけはしプロジェクト

長良・自然とくらし楽校 次代に引き継ぐ清流ぎふの文化を考える
体験活動事業

森・川・海ひだみの流域
連携協議会

森・川・海ひだみの流域活動と流域活動
フォーラムの開催

長良川流域子ども協議会 長良川流域の子どもたちの交流を目的とした
森・川・海の体験活動

長良川自然学校 長良川　川の学校事業

竹林救援隊 竹林の間伐と放置竹林を無くするための
啓発活動

大桑の魅力PR会 森林内の登山を通じ歴史、生植物に触れ合う
体験事業（古城山登山道周辺の安全・安心対策）

生涯里山学習園

四国山を守る会 四国山香りの森公園整備・植林・ふれあい体験事業
といろ みんなの木育物語

山県楽しいプロジェクト 「やまがた」グリーンフィールドワークと
ワークショップツアー2017

本巣林研クラブ 外山地域森づくり
ぎなんプレーパークの会 ぎなんで自然を体験しよう～プレーパーク～
ゆうすいの会 糸貫川環境保全プロジェクト事業
大垣市環境市民会議 ふるさと大垣環境教育事業
木の駅上石津実行委員会 山林保全と山林資源の有効活用
木曽三川子ども狂言クラブ 木曽三川子ども狂言プロジェクト

垂井地区まちづくり協議会 桜プロジェクト

ピープルズコミュニティ ぎふ地球環境塾の開催
雲上の櫻　愛好会 池田町の宝樹　雲上の櫻を未来に残そう、増やそう！！
自然　生活共生会 「森と海は一つ」新しい森づくり、川づくり
山いきさの会 地域で里山環境を健全にする事業

グリーンウッドワーク協会 伐って、使って、植える　
広葉樹の森づくりとグリーンウッドワーク事業

かえるっこくらぶ 郡上遊ぶ場（プレーパーク）づくり推進事業
みのかもアルプホルンクラブ アルプホルンを吹こう

三和まちづくり協議会 みわまちづくりプロジェクト
木曽川左岸遊歩道友の会 木曽川左岸遊歩道等周辺整備事業
岐阜森林愛護隊 里山林保全活動

半布里の郷 富加の自然を守る里山整備活動
とみか創緑塾 里山活用管理システム構築パイロット事業

可茂森林組合 H29可茂南部１００年の森林づくりプロジェクト
【エコ薪】でCO２削減せよ！

ぎふし森守クラブ ふれあいの森　森林教育・森林整備活動

里山再生プロジェクト
（子供達とシルバーのふれあいの場所つくり）

団体等名 事業名
美濃白川どんぐり会 落葉樹林　植林・育成、河川環境保全事業

高山城高山宿史跡保存会 環境保全モデル林「土岐高山城跡の森」
歩道階段整備事業

小里川ダム里山教室 2017秋の小里川ダム湖周ウォーキング
明日の稲津を築くまち
づくり推進協議会

小里川流域における河川の清掃及び
環境整備事業

奥矢作森林塾 峰地区における森づくりと担い手づくり
活動事業

いいじ森の恵み活用塾 いいじ森の恵み活用塾～里山整備と木の活用
野井山造りの会 やろまい野井の山造り活動事業（H29）

里山を守る会武並 里山・みんなの森づくり事業
（余水対策工事、第５期活動事業）

イワクラ里山倶楽部 里山の環境保全、資源の循環利用事業
吉田地域活性化委員会 すわがね自然体験事業

土岐川庄内川源流の森
委員会

土岐川・庄内川の源流の森の資源、恵みを見
つけて生かす取り組みと上下流の交流を通し
て森、川、里づくりと担い手を育てる活動

加子母むらづくり協議会 かしも学びの森　木の匠育成事業
ひるかわ里山活性化委員会 里山活性化事業
野上里山整備隊活動組織会 野上里山みどりの回廊整備事業
里山保全会 山之口里山保全事業

竹原東部森林造成組合
活動組織 竹原東部里山整備事業

中切区里山環境整備
活動組織 中切区里山整備事業

森のなりわい研究所 森林に対する市民意識調査
保養地の山を良くする会 美しく楽しい四美の森づくり
飛騨高山わらべうたの会 ぎふ木育広場の運営・木育活動推進事業

二本木生産森林組合 飛騨高山「彦谷の里」里山活用と
広葉樹林育成事業

森守クラブ　合同会社
まつぼっくり 里山の資源を活用した里山づくりの研究

活エネルギーアカデミー 岐阜の自然を守る活動事業
木の駅プロジェクト

森林資源活用フォーラム 飛騨地域におけるアロマ資源の活用及び
小規模林業の試行

高山南の森保全の会 高山南エリア里山林整備事業

ひだの未来の森づくり
ネットワーク

フリーマガジンと協働した森林に関わる
情報発信活動

e-plus生涯学習研究所
「水と川と生き物のお話」
　～自然を楽しく知ろう「地球をめぐる
　　　しずくちゃんの旅」「生き物の旅」～
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本
巣
林
研
ク
ラ
ブ

林業グループ
コーナー

【
本
巣
林
研
ク
ラ
ブ

　会
長

　浅
野 

宣
】

▲安全に配慮した枝打ち体験。

　こ
れ
ま
で
の
歩
み

　
旧
愛
林
ク
ラ
ブ
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
昭

和
50
年
に
新
た
に
『
本
巣
町
林
研
ク
ラ
ブ
』

と
し
て
発
足
し
、『
本
巣
林
研
ク
ラ
ブ
』
に

改
称
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
私
た
ち
本
巣
林
研
ク
ラ
ブ
の
活
動

の
う
ち
２
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

　外
山
小
学
校
の
総
合
学
習

　
毎
年
３
〜
４
年
生
の
総
合
学
習
の
時
間

に
、
年
に
５
〜
６
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
の
時
間
も
４
年
生
が
前
年
の
経
験
を
活

か
し
、
３
年
生
を
上
手
に
リ
ー
ド
し
て
い
る

姿
は
見
て
い
て
頼
も
し
く
、
ま
た
ほ
ほ
え
ま

し
く
感
じ
ま
す
。

１
．シ
イ
タ
ケ
菌
打
ち

　
授
業
時
間
に
合
わ
せ
て
ク
ラ
ブ
員
が
穴
を

開
け
て
準
備
し
、
授
業
開
始
時
に
菌
の
つ
め

方
等
を
説
明
し
ま
す
。
コ
マ
菌
と
オ
ガ
ク
ズ

菌
を
用
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。

２
．山
の
は
な
し

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
な
り
わ
い
研
究
所
の
伊

藤
栄
一
さ
ん
と
一
緒
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

先
生
は
『
糞
博
士
』
の
異
名
を
と
り
、
糞
か

ら
動
物
の
食
性
が
判
る
話
や
、
鳥
や
動
物
の

特
徴
等
の
話
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
解
り

易
く
話
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
引
き
込
ま
れ

る
姿
は
見
て
い
て
楽
し
く
、
大
人
も
勉
強
に

な
り
ま
す
。

３
．下
刈
り
・
枝
打
ち
・
間
伐
実
習

　
木
を
育
て
る
に
は
、
下
刈
り
、
枝
打
ち
、

間
伐
等
の
手
入
れ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説

明
し
、
比
較
的
安
全
な
枝
打
ち
や
間
伐
を
体

験
し
、
下
刈
り
は
道
具
等
の
説
明
を
行
っ
て

い
ま
す
。

 
４
．植
樹
、
丸
太
切
り

　
学
校
の
裏
山
で
あ
る
『
コ
ボ
山
』
に
植
樹

す
る
と
と
も
に
、
伐
り
出
し
た
直
径
６
〜
７
㎝

の
木
を
、
厚
さ
０
・
５
〜
１
㎝
に
ノ
コ
ギ
リ

で
切
り
、
児
童
の
発
案
で
11
月
に
行
う
『
ふ

れ
あ
い
祭
り
』
の
コ
ー
ス
タ
ー
等
に
使
っ
て

い
ま
す
。

５
．キ
ノ
コ
料
理

　
包
丁
の
使
い
方
、
材
料
に
よ
る
切
り
方
の

指
導
等
を
行
い
、
出
来
上
が
っ
た
炊
き
込
み

ご
飯
等
を
先
生
と
児
童
が
大
変
お
い
し
く
食

べ
て
い
ま
す
。

６
．ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

　『
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
®

橙
』

の
上
田
康
美
さ
ん
に
依
頼
し
、
校
庭
の
銀
杏

の
木
を
利
用
し
て
、
２
年
に
１
回
実
施
し
て

い
ま
す
。
児
童
が
と
て
も
期
待
し
て
い
る
行

事
の
１
つ
で
す
。
昨
年
は
、
準
備
の
様
子
を

１
年
生
が
目
を
丸
く
し
て
見
入
っ
て
い
た
様

子
が
印
象
的
で
し
た
。

　岐
阜
農
林
高
等
学
校
の
間
伐
実
習

　
午
前
は
林
業
の
変
遷
、
間
伐
の
目
的
、
安

全
作
業
等
に
つ
い
て
講
義
し
、
午
後
は
実
習

と
し
て
い
ま
す
。
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
使
用
経
験

の
な
い
生
徒
も
お
り
、
間
伐
対
象
林
が
利
用

間
伐
に
入
っ
て
い
る
樹
齢
30
年
位
の
杉
で
あ

る
条
件
に
合
わ
せ
、
倒
木
は
林
研
ク
ラ
ブ
員

が
行
い
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
使
い
方
の
説
明
後

に
丸
太
切
り
と
枝
払
い
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
安
全
第
一
で
、
時
に
厳
し
く
注
意
指
導

す
る
子
も
あ
り
ま
す
。
毎
年
女
子
生
徒
も
実

習
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　最
後
に

　
当
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ク
ラ
ブ
員
の
高
齢
化
に
よ
る
活
動
の
変

容
が
心
配
で
す
が
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動

を
目
指
し
、
外
山
小
学
校
の
総
合
学
習
、
岐

阜
農
林
高
校
の
実
習
は
こ
れ
か
ら
も
継
続
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲大人気のツリークライミング体験。

▲高校生の間伐実習。女子生徒も
　積極的です。
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社会福祉法人 池辺育心会　池辺保育園
養老郡養老町瑞穂130番地３

内装木質化
木の香る
ぎふの施設

54

施設の経緯
　池辺保育園の園舎のうち１棟が５０年以上経過し老朽化し
たため、建て替えることにしました。建て替え後の園舎には、
遊戯室、保育室に加え、職員室、厨房も設置することから、広
さを確保するために鉄骨２階建てとしました。内装は、子ども
たちの保育環境を考えて、床と腰壁を中心に岐阜県産木材
（ぎふ証明材）を使用しています。

ここに注目！！
●床には、スギ圧縮木材を使用しました。

利用者の様子
●木に囲まれた保育室・遊戯室で元気いっぱいに過ごしていま
す。

施設概要

事業主体 社会福祉法人　池辺育心会

事業年度 平成28年度

構造・
延床面積

鉄骨２階建て
延べ床面積　　319.29㎡

施設用途 保育園

木材使用量
使用樹種

3.21㎥（床、腰壁の内装）
ヒノキ　2.56㎥（床材）スギ　0.65㎥（腰壁材）

ぎふ森林・環境基金事業
（木の香る快適な教育施設等整備事業）1,700,000円

全体事業費 119,340,000円

株式会社　野崎設計

助 成 額

設 計 者

株式会社　大橋組施工業者

平成28年9月30日～平成29年3月10日工　　期

施設全景

■問い合わせ先
　社会福祉法人　池辺育心会
　ＴＥＬ　０５８４－３７－２１０６

保育室で遊ぶ園児

２階遊戯室

１階廊下の様子

MORINOTAYORI11



　岐阜県では、安心・安全な家づくりに県産材を積極的に利用していただくため、新築の際、柱や梁など構造材に「ぎふ性能表示材」を一定
量以上使用する建築主に助成を行っています。平成２７年度より県内に加えて、県外の新築住宅にも助成を行っており、平成２９年度は昨年
度より募集棟数を１０棟拡大し、５月１０日（水）より受付を開始しました。
　詳しくは、県のホームページに、応募状況、申し込み条件、必要書類等を掲載していますので、ご確認下さい。

【県産材流通課　山田 純司】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ848７  県産材流通課　消費対策係まで

ぎふの木を使った家づくり支援制度のご案内 

検索ぎふの木で家づくり

～県外住宅の申請受付を開始しました！～

■ぎふの木で家づくり支援事業（県外）　概要紹介 ●平成28年度の見学会の様子
助成額 20万円

助成対象 建築主が居住する、県外に新築予定の戸建て木造住宅

岐阜県産材
の使用条件

●構造材　  に「ぎふ性能表示材」を80％以上使用※１

●横架材　  に「ぎふ性能表示材」を6㎥以上使用※２

※1：構造材＝土台、束、大引き、柱、梁、桁、胴差し、母屋、棟木、隅木
※2：横架材＝梁、桁、胴差し、母屋、棟木、隅木

その他条件 ●県内の工務店（支店、営業所でも可）が施工すること
●構造材や内装材に対する他の補助金、又は利子補給を受けていないこと
●住宅施工者等による見学会を平成30年２月末までに実施すること

申請先 岐阜県庁　県産材流通課

募集棟数 30棟（先着順）

受付期間 平成29年5月10日（水）～平成30年2月14日（水）
※上棟の14日前までに申請して下さい。
※募集棟数に達し次第、締め切りとなります。

恵那峡県立自然公園
■所在地：中津川市・恵那市　■面積：1,505ヘクタール　■指定年月日：昭和29年9月14日

恵那峡を中心とする渓谷美
岐阜県の
自然公園

　概要
　木曽川に迫る自然の断崖絶壁、屹立する奇岩、峡湖周辺の山

林とともに、清澄な湖水のかもし出す美しい自然の景観が見ら

れます。

　歴史、文化
　大正9年、世界的な地理学者、志賀重昴によって恵那峡と命

名されました。その後、電力王・福沢桃介が水力発電に絶好の地

形と豊富な水量に着目し、大正13年に日本初のダム式発電所

である大井ダムを完成させました。ダム完成までこの付近の木

曽川は大岩のごろごろした急流でしたが、ダムによってできた湖

周辺は奇岩、怪石の立ち並ぶ景勝地となりました。

　見どころ
●恵那峡ダム湖
　恵那峡ダム湖の奇岩・怪石をめぐる遊覧船、ダム湖右岸にあ

るさざなみ公園の散策路、樹齢400年以上と言われるフジな

ど、様々な見どころがあり、温泉宿泊施設も充実しています。

　また、春は桜、夏は新緑、秋は紅葉、冬は水鳥が集まる湖面と、

四季を通じて様々な景観

を楽しむことができます。

特に、春には、恵那峡大橋

北向きの岩壁にツツジ科

のアカヤシオが咲きます。

この地域にアカヤシオは

珍しく一見の価値ありです。

【環境企画課】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058ｰ272ｰ1111  環境企画課まで
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

－ 笑い話から一転して、クロゲンゴロウ － 【第311回】

　私は某ダムの環境保全検討会の委員をしている。その開催通
知が来た。事前調査資料にはダム造成地近くの休耕田を利用し
て人工湿地を作り、ゲンゴロウなど水昆虫の生息状況を調べて
いるという。面白い試みだ。その内容を知りたいと思った。と
いうのは私自身、長年このことに興味を持っていたからである。
それは徳山ダムでの経験。9年前徳山ダムが完成し、集落が湖
底に沈んだ。この時、これで徳山の里山環境に生息していた昆
虫たちは消滅する、と私は思った。ところがそうではなかった。
オオムラサキである。里山の代表種ともいえるオオムラサキは
ダムが出来る前は集落周辺だけに生息し、山の上部には生息し
ていなかった。それが完成すると山頂付近で見られるようになっ
た。しかも秋にはここで越冬している幼虫を確認したのである。
人家周辺からここへ移動してきた。間違いないと確信した。オ
オムラサキにこのような適応力があることに驚くとともに、他の
昆虫類も同じではないか、だから昆虫類は厳しい環境変化に対
応して生き続けているのだと思った。しかし、疑問も残った。湿
地に生息している昆虫類だ。湿地がなくなれば、当然消滅して
しまう。このことが長い間気になっていたのである。

×　　×　　×　　×
　会場のある名古屋市へ向かった。地下鉄に乗った。途中でお
婆さんが乗車されたので席を譲った。「お兄さん、ありがとう」
この言葉に思わず笑えてきた。自分にはお兄さんという呼び名
は死語だと思っていたからである。しかし、悪い気はしなかった。
電車を乗り換えた。今度は空席無し。立っていたら子供連れの
婦人が「どうぞ」と言って席を空けられた。その時、子供に「お
じいちゃんには席を譲ってあげようね」とやさしく話していた。
今度はお爺ちゃんか、とまた笑えてきた。ここまでは笑える話で
あったが、この後は一転して胸の痛む話となった。会場では久
しぶりにOさんに会った。83歳の今でも鳥類を調査し、会議で
は良識ある意見を言われる方である。このOさんとは20年前か
ら委員会などで顔を合わせ、夜は酒を飲みながら話したことも
ある。しかし、今日はいつもと違う。顔色が悪いのである。「体
調が悪いのですか」と軽い気持ちで話しかけた。Oさんは「肺
がんで、余命6ヶ月と宣告されています」。「え！」私は返す言葉
がなかった。会議が始まった。

×　　×　　×　　×
　ダム予定地には湿地があり、貴重なゲンゴロウなどの昆虫類
が生息している。しかし、ダムが出来れば湿地は消滅してしまう。
そこで、ここの昆虫を誘導するため休耕田を利用して人工湿地
を造ったところ、すでにクロゲンゴロウ等のゲンゴロウ類が生息
し始めたという。よい方法だと思った。これらのゲンゴロウは岐
阜県にも生息しているが、数が少ない。いずれ保護対策が必要

になるかも知れない。その時はこの方法を試みる。よい情報を
得たと思った。もっと詳しく聞きたかったが、質問などはしなかっ
た。目の前にいるOさんを見ると気の毒になり、そんな気にな
れなかったのである。いつも意見
を言われるOさんも発言されな
かった。その胸中を察すると胸が
痛くなった。Oさんを見ているう
ちに、10数年前の委員会のこと
が思い出された。その日は猛暑
であった。とにかく暑かった。そ
んな時Oさんが「水を出してもら
えませんか」。「あと少しで休憩時
間ですので、それまで待ってくだ
さい」と事務局。Oさんは「あな
た方は公費で接待や飲み食いし
ているのに、水が出せないのですか。私はビールを出せと言っ
ているのではありません。水道の水でよいのです」と語気を荒
げることなく、おだやかに話された。その後、すぐに冷たい麦
茶が出てきた。この時の光景が目に浮かんできた。

×　　×　　×　　×
　帰路、Oさんと歩いて駅に向かった。その時の会話。「おそら
くこれが野平さんと話すのが最後でしょう」。私の胸に槍が突き
刺さったようだった。返す言葉がなかった。さらにOさんは「人
間誰しも寿命がある。今はこれが私の寿命だと思っている。む
しろこれだけ生きられたことに感謝している」。「強い精神力で
すね。自分だったら絶えられません。」「いや、違います。宣告
されたときは頭が真っ白になり、気が狂いそうでした。気力が
萎え、何もしませんでした。」「誰だってそうなりますよ。」その後、
医療雑誌やネットなどで最新の治療方法などを調べたところ、
肺がんによく効く新しい治療薬が開発されていた。主治医にそ
のことを話すと「この治療薬は数千万円と高額です。貴方の場
合、この薬で寿命がどれだけ延びるかはわかりません」。Oさん
は3年、いや2年延命できるのなら治療を受けようと思ったとい
う。しかし、一方ではこれだけのお金を投じても効かないかも
知れない。むしろ子供たちに残してやればという気持ちもある
という。こんなことまで話された。名古屋駅についた。別れ際
にOさんは笑顔で「今度は天国でお会いしましょう」と言われた。
またまた、返す言葉がなかったので、手を振って別れた。しば
らくして、奇跡、奇跡的にという言葉が頭に浮かんできた。
Oさんが奇跡的に――となるように祈った。

▲ハイイロゲンゴロウ
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
8
ー
3
2
3
ー
1
1
1
4

　
　
　
　

  

　
　
　
　
　

  

北
方
町
役
場

　都
市
環
境
課
ま
で

6

わ
が
ま
ち
の
森
林
・
環
境
行
政

北
方
町
の
環
境
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

北
方
町
の
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

　

北
方
町
で
は
、
平
成
24
年
に
開
催
さ
れ
た「
ぎ

ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会
」を
契
機
と
し
て
、

第
６
次
総
合
計
画
に
お
け
る
ま
ち
の
将
来
像「
活

力
に
満
ち
た
住
民
主
役
の
ま
ち 

北
方
」を
基
本

理
念
に
、
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
、
平
成
25
年
１
月
、「
わ
が

ま
ち
清
流
の
国
ぎ
ふ
づ
く
り
基
本
計
画
」を
策
定

し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
を
目
標
期
間
に
定
め
、

各
種
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
森

林
環
境
に
係
わ
る
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

ぎ
ふ
木
育
ひ
ろ
ば

　

北
方
町
内
の
二
施
設（
北
方
町
庁
舎
・
北
方
町

立
図
書
館
）に「
ぎ
ふ
木
育
ひ
ろ
ば
」を
設
置
し
ま

し
た
。

　
「
ぎ
ふ
木
育
ひ
ろ
ば
」は
、『
い
つ
で
も
、
だ
れ

で
も
、
木
育
を
』を
合
言
葉
に
、
多
世
代
が
交
流

す
る
施
設
に
県
産
材
で
作
ら
れ
た
家
具
や
お
も

ち
ゃ
を
常
設
す
る
こ
と
で
、
日
常
的
に
岐
阜
の

木
と
ふ
れ
あ
い
、
木
の
温
か
み
を
知
り
、
木
と

親
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

北
方
町
庁
舎
の「
ぎ
ふ
木
育
ひ
ろ
ば
」は
県
内

産
の
ヒ
ノ
キ
及
び
ス
ギ
等
を
使
用
し
た
お
も

ち
ゃ「
積
み
木
セ
ッ
ト
」「
木
製
ク
ル
マ
」「
磁
石
付

き
ブ
ロ
ッ
ク
」「
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
収
納
箱
」を
設

置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
産
材
ヒ
ノ
キ
合
板
を
使
用
し
た
ベ

ン
チ
や
県
産
材
ス
ギ
を
使
用
し
た
可
動
式
本
棚

を
整
備
し
ま
し
た
。

　
「
ぎ
ふ
木
育
ひ
ろ
ば
」で
県
産
材
を
使
用
し
た

お
も
ち
ゃ
等
を
通
じ
て
、
親
子
で
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

き
た
が
た
環
境
フ
ェ
ア

　

北
方
町
内
を
流
れ
る
一
級
河
川「
糸
貫
川
」の

環
境
保
全
活
動
の
一
貫
と
し
て
、
ま
た
糸
貫
川

流
域
全
体
の
住
民
の
環
境
保
全
へ
の
意
識
の
高

揚
を
図
る
目
的
で
、
平
成
27
年
９
月
５
日
及
び

平
成
28
年
９
月
３
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
、
環
境
保
全
団
体
や
上
下
流
域
の

瑞
穂
市
・
本
巣
市
と
連
携
し
開
催
し
た「
き
た
が

た
環
境
フ
ェ
ア
」に
は
、
大
勢
の
来
場
者
に
イ
ベ

ン
ト
の
主
旨
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

28
年
度
の「
き
た
が
た
環
境
フ
ェ
ア
」で
は
、

糸
貫
川
流
域
の
上
下
流
域
の
市
町
や
県
と
の
連

携
に
よ
り
、
地
域
の
団
体
や
企
業
、
商
店
に
よ

る
環
境
学
習
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展
示
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
多
く
の
ブ
ー
ス
が
出
展
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
岐
阜
農
林
高
等
学
校
演
劇
部
の
演

劇
上
演
や
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
な
ど
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
会
場
は
大
勢
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ゆ
う
す
い
の
会

　

北
方
町
内
の
河
川
を
主
な
活
動
場
所
と
し
、

河
川
清
掃
、
河
川
調
査
、
河
川
の
環
境
整
備
や

河
川
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
出
展
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

　

行
政
主
導
で
は
な
く
住
民
が
主
体
と
な
っ
た

河
川
環
境
保
全
団
体
が
、
自
ら
活
動
し
情
報
発

信
を
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
が
情
報
を
よ
り

身
近
に
感
じ
、
受
け
取
り
、
自
発
的
な
環
境
保

全
活
動
を
促
す
事
が
目
的
で
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
河
川
等
の
定
期
清
掃
、
河

川
美
化
運
動
、
き
た
が
た
環
境
フ
ェ
ア
、
未
来

タ
ウ
ン
北
方
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
へ
の
参
加
、
蛍

観
賞
会
の
開
催
等
を
行
い
、
河
川
環
境
保
全
を

推
進
し
ま
し
た
。

　

未
来
に
亘
っ
て
継
続
的
に
河
川
環
境
の
保
全

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
上
流
と
下
流
の
架

け
橋
と
な
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
、
諸
施
策
及

び
事
業
の
計
画
、
実
行
、
見
直
し
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

▲ぎふ木育ひろば

▲ぎふ木育ひろばのおもちゃ

▲きたがた環境フェア①

▲ゆうすいの会の河川清掃活動

▲きたがた環境フェア②

▲ぎふ木育ひろばのベンチ
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岐
阜
森
林
管
理
署
ま
で

国
有
林
の
現
場
か
ら

森
林
整
備
推
進
協
定（
森
林
共
同
施
業
団
地
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　取
組
に
つ
い
て

9
岐
阜
森
林
管
理
署
　
主
任
地
域
林
政
調
整
官
　
大
島
　
愛
彦
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岐
阜
森
林
管
理
署
ま
で

国
有
林
の
現
場
か
ら

森
林
整
備
推
進
協
定（
森
林
共
同
施
業
団
地
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　取
組
に
つ
い
て

9
岐
阜
森
林
管
理
署
　
主
任
地
域
林
政
調
整
官
　
大
島
　
愛
彦

　

国
有
林
が
民
国
連
携
の
〝
本
丸
〟
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
「
森
林
整
備
推
進
協
定
」
ま
た
「
森

林
共
同
施
業
団
地
」
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

森
林
管
理
署
で
は
県（
農
林
事
務
所
）や
市
町
村
、

森
林
所
有
者
等
と
「
森
林
整
備
推
進
協
定
」
を
締

結
し
、
協
定
に
基
づ
き
国
有
林
と
民
有
林
が
協
調

し
て
路
網
整
備
や
森
林
整
備
を
進
め
る
区
域
を
「
森

林
共
同
施
業
団
地
」
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
整
備
推
進
協
定
は
岐
阜
県
内
に
５
事
例
あ

り
ま
す
。
協
定
締
結
順
に
並
べ
る
と
次
の
と
お
り
。

（
カ
ッ
コ
内
は
協
定
締
結
日
）

①
高
山
市
一
色
・
山
中
山
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定

（
H
23
年
3
月
29
日
）

②
東
白
川
村
新
巣
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定

（
H
24
年
3
月
2
日
）

③
中
津
川
市
加
子
母
地
区
森
林
整
備
推
進
協
定

（
H
24
年
3
月
27
日
）

④
下
呂
市
小
坂
町
北
東
地
区
森
林
整
備
推
進
協
定

（
H
26
年
3
月
24
日
）

⑤
七
宗
町
上
麻
生
地
区
森
林
整
備
推
進
協
定

（
H
27
年
3
月
24
日
）

　

協
定
締
結
後
は
森
林
整
備
実
施
計
画
書
を
作
成

し
、
関
係
機
関
に
よ
る
運
営
委
員
会
を
は
じ
め
、

現
地
で
民
国
連
携
し
た
路
網
の
整
備
・
利
用
、
シ

ス
テ
ム
販
売
に
よ
る
協
調
出
荷
な
ど
の
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
５
事
例
の
う
ち
、
岐
阜
森
林
管
理
署

が
担
当
す
る
東
白
川
村
、
下
呂
市
、
七
宗
町
の
森

林
整
備
推
進
協
定
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
東
白
川
村
新
巣
地
域

　
　
　
　
　
　
　
森
林
整
備
推
進
協
定

　

岐
阜
森
林
管
理
署
、
可
茂
農
林
事
務
所
、
東
白

川
村
、
東
白
川
村
森
林
組
合
の
４
者
で
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
が
、
国
有
林
部
分
は
岐
阜
森
林
管

理
署
と
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会

社
（
以
下
、
サ
ン
ト
リ
ー
Ｈ
Ｄ
と
し
ま
す
。）
が

社
会
貢
献
の
森
協
定
を
締
結
し
、
村
有
林
部
分
は

東
白
川
村
、
県
、
サ
ン
ト
リ
ー
Ｈ
Ｄ
の
間
で
生
き

た
森
林
づ
く
り
協
定
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

サ
ン
ト
リ
ー
Ｈ
Ｄ
を
含
め
た
５
者
で
「
天
然
水
の

森
ぎ
ふ
東
白
川
」
を
テ
ー
マ
に
水
源
涵
養
機
能
の

高
い
森
林
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
下
呂
市
小
坂
町
北
東
地
区

　
　
　
　
　
　
　
森
林
整
備
推
進
協
定

　

岐
阜
森
林
管
理
署
の
あ
る
下
呂
市
小
坂
町
に
お

い
て
、
岐
阜
森
林
管
理
署
、
下
呂
農
林
事
務
所
、

下
呂
市
、
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備

機
構
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
岐
阜
水
源
林
整
備
事
務

所
（
以
下
、岐
阜
水
源
林
整
備
事
務
所
と
し
ま
す
。）、

小
坂
町
森
林
組
合
の
５
者
で
協
定
を
締
結
し
、
間

伐
を
中
心
に
森
林
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
連
携
を
よ
り
一
層
具
体

化
し
、
林
業
の
町
小
坂
の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な

取
組
を
進
め
ま
す
。

　
　
七
宗
町
上
麻
生
地
区

　
　
　
　
　
　
　
森
林
整
備
推
進
協
定

　

岐
阜
森
林
管
理
署
、可
茂
農
林
事
務
所
、七
宗
町
、

七
宗
町
上
麻
生
財
産
区
、
岐
阜
水
源
林
整
備
事
務

所
、
公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
森
林
公
社
、
可
茂
森

林
組
合
の
７
者
で
協
定
を
締
結
し
、
本
誌
４
月
号

で
紹
介
し
た
と
お
り
、
平
成
28
年
度
か
ら
こ
の
森

林
共
同
施
業
団
地
を
林
野
庁
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

地
区
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

連
携
事
例
と
し
て
国
有
林
か
ら
民
有
林
に
抜
け

る
林
業
専
用
道
を
森
林
組
合
が
開
設
し
、
民
有
林

の
木
材
生
産
が
動
き
始
め
ま
し
た
。
昨
年
度
は
生

産
性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
有
利
採
材
現
地
研

修
会
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
研
修
会
、
シ
ス
テ
ム
販
売

に
よ
る
協
調
出
荷
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
防
除
対
策

検
討
会
、
職
員
に
よ
る
捕
獲
、
シ
カ
対
策
試
験
地

の
設
営
な
ど
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
新
規
協
定
の
締
結
に
向
け
て

　

飛
騨
川
流
域
は
前
述
の
と
お
り
３
箇
所
で
協
定

を
締
結
し
て
い
ま
す
が
、
長
良
川
流
域
と
揖
斐
川

流
域
で
は
締
結
事
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の

流
域
で
は
国
有
林
が
少
な
い
こ
と
が
理
由
と
し
て

挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
面
積
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

国
有
林
と
連
携
し
て
森
林
整
備
等
を
行
い
た
い
と

い
う
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
積
極
的
に
調
整
し
ま

す
の
で
、
岐
阜
森
林
管
理
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

平
成
　年
度
の
目
標
と
し
て
、
長
良
川
流
域
も

し
く
は
揖
斐
川
流
域
で
新
規
の
森
林
整
備
推
進
協

定
を
締
結
し
た
い
。
協
定
に
至
ら
な
く
て
も
民
国

連
携
事
例
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲森林共同施業団地位置図（下呂市）

▲運営委員会の様子（東白川村）

▲民国連携　林業専用道（七宗町）
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普及コーナー

林業普及指導員　藤井　敦

東濃地域における
森林整備推進のための林業事業体支援

■東濃農林事務所林業課

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
2
ー
2
3
ー
1
1
1
1
内
線（
2
9
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

東
濃
農
林
事
務
所
ま
で

林
業
事
業
体

　

東
濃
農
林
事
務
所
管
内
で
木
材
生
産

が
可
能
な
主
な
林
業
事
業
体
は
、
陶
都

森
林
組
合
、
㈲
ヤ
マ
エ
ス
日
比
野
林
業
、

㈱
山
田
林
業
で
す
。
平
成
28
年
度
は
３

社
で
約
１
２
，５
０
０　

の
素
材
を
生
産

し
ま
し
た
。
そ
の
内
、
陶
都
森
林
組
合

は
、
素
材
生
産
量
の
約
７
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

森
林
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
東
濃
農

林
事
務
所
の
支
援
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

１
．陶
都
森
林
組
合

　

瑞
浪
市
に
事
務
所
を
構
え
る
陶
都
森

林
組
合
は
、
組
合
長
以
下
11
名
で
、
近

年
は
搬
出
間
伐
を
中
心
に
行
っ
て
い
る

組
合
で
す
。
ま
た
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
平
成
28
年
度
は
約
５
ha
の
皆
伐
を

実
施
し
、
平
成
29
年
度
に
ヒ
ノ
キ
コ
ン

テ
ナ
苗
と
広
葉
樹
の
植
栽
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
来
年
以
降
も
計
画
的
に
皆
伐
・

再
造
林
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

陶
都
森
林
組
合
へ
の
支
援
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。　

⑴
定
例
会
の
開
催

　

毎
月
情
報
共
有
、
進
捗
管
理
等
の
た

め
組
合
職
員
で
定
例
会
を
開
催
し
て
お

り
、
毎
回
農
林
事
務
所
職
員
３
名
が
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
出
席
し
、
支
援
し

東
濃
地
域
の
森
林
の
状
況

　

東
濃
農
林
事
務
所
管
内
は
多
治
見
市
、

瑞
浪
市
、
土
岐
市
の
３
市
か
ら
な
り
森

林
面
積
は
２
４
，３
４
３
ha
で
森
林
率

は
約
64
％
に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
民

有
林
の
人
工
林
率
は
約
44
％
と
県
内
平

均
の
約
45
％
と
比
べ
て
も
遜
色
な
い
数

字
で
す
が
、
そ
の
中
に
は
、
戦
前
戦
後

の
は
げ
山
復
旧
事
業
等
に
よ
る
マ
ツ
類

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
マ
ツ

類
も
現
実
は
マ
ツ
枯
れ
に
よ
り
天
然
林

に
更
新
さ
れ
て
お
り
、
木
材
生
産
が
行

え
る
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
に
限
れ
ば
人
工
林

率
は
約
23
％
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
地
域
の
特
徴
と
し
て
、
人
工
林
に
お

け
る
ヒ
ノ
キ
の
割
合
が
９
割
を
占
め
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
は
、

土
岐
市
の
南
部
や
瑞
浪
市
に
偏
っ
て
お

り
、
小
面
積
で
点
在
し
て
分
布
し
て
い

ま
す
。林
齢
構
成
は
10
～
12
齢
級
が
ピ
ー

ク
で
他
の
地
域
に
比
べ
て
若
い
こ
と
も

あ
り
木
材
生
産（
利
用
間
伐
）が
可
能
な

森
林
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
形
的
に
は
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
帯

が
多
い
も
の
の
、
地
質
は
主
に
土
岐
砂

礫
層
で
、
瑞
浪
市
、
土
岐
市
南
部
に
は

道
づ
く
り
が
難
し
い
マ
サ
土
も
あ
り
ま

す
。

て
い
ま
す
。

　

定
例
会
で
は
、
以
下
に
述
べ
る
四
つ

の
議
題
に
対
し
て
情
報
共
有
、
議
論
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

①
事
業
の
進
捗
管
理

事
業
や
補
助
金
事
務
の
進
捗
状
況
確

認
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
計
画
的
な

森
林
技
術
者
の
配
置
、
補
助
金
の
執

行
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
人
材
の
確
保

今
後
の
皆
伐
・
再
造
林
の
拡
大
に
取

り
組
む
た
め
、
職
員
の
補
強
が
必
要

と
考
え
、
平
成
28
年
度
に
は
、
組
合

職
員
の
新
規
採
用
に
当
た
り
、
各
方

面
か
ら
就
職
希
望
者
に
つ
い
て
の
情

報
収
集
、
調
整
を
行
っ
た
結
果
、
平

成
29
年
４
月
に
職
員
１
名
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。

③
コ
ス
ト
管
理

今
後
の
皆
伐
事
業
の
コ
ス
ト
管
理
の

参
考
に
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
に

実
施
し
た
約
５
ha
の
皆
伐
事
業
地
の

コ
ス
ト
を
整
理
・
分
析
し
今
後
の
施

業
に
反
映
さ
せ
る
た
め
資
料
の
と
り

ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
施
業
方
法

陶
都
森
林
組
合
で
は
、
コ
ス
ト
縮
減

の
た
め
搬
出
間
伐
に
お
い
て
２
残
１

伐
の
列
状
間
伐
を
行
っ
て
い
ま
す
。

次
回
間
伐
の
施
業
方
法
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
予
定
で
す
。

m３
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普及コーナー

林業普及指導員　藤井　敦

東濃地域における
森林整備推進のための林業事業体支援

■東濃農林事務所林業課

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
2
ー
2
3
ー
1
1
1
1
内
線（
2
9
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

東
濃
農
林
事
務
所
ま
で

会
社
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
林
事
務
所
は
、
定
期
的
に
訪
問
し

事
業
の
進
捗
状
況
の
確
認
、
森
林
経
営

計
画
の
実
行
管
理
、
新
規
及
び
拡
大
計

画
に
つ
い
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
．㈱
山
田
林
業

　

多
治
見
市
の
㈱
山
田
林
業
は
、
社
長

以
下
22
名
で
組
織
し
、
主
に
開
発
地
の

伐
採
、
チ
ッ
プ
製
造
販
売
等
を
業
務
と

す
る
会
社
で
す
。

　

開
発
地
等

の
伐
採
は
景

気
や
公
共
事

業
の
予
算
に

左
右
さ
れ
や

す
い
こ
と
か

ら
、
平
成
28

年
度
か
ら
森

林
整
備
事
業

に
も
事
業
拡
大
を
す
る
こ
と
を
検
討
さ

れ
、
手
始
め
に
会
社
の
所
在
す
る
地
元

で
森
林
経
営
計
画
を
１
団
地
作
成
し
、

プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
も
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
材
育
成
と
し
て
20
代
の
森

林
技
術
者
を
、
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成

研
修
に
参
加
さ
せ
、
彼
が
中
心
と
な
り

新
た
な
森
林
経
営
計
画
の
作
成
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
研
修
の

課
題
で
あ
る
森
林
経
営
計
画
の
検
討
に

際
し
、
現
場
調
査
、
調
査
資
料
の
取
り

ま
と
め
、
森
林
所
有
者
と
の
調
整
の
支

し
た
。
ま
た
、
現
在
の
加
害
獣
の
生
息

状
況
確
認
の
為
農
林
事
務
所
鳥
獣
被
害

対
策
専
門
指
導
員
の
協
力
を
得
て
監
視

カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

の
姿
を
撮
影
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
カ

メ
ラ
設
置
時
に
は
残
雪
に
印
さ
れ
た
ウ

サ
ギ
の
足
跡
も
確
認
出
来
た
こ
と
か
ら
、

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
、
ウ
サ
ギ
へ
の
防
護

対
策
の
必
要
性
が
確
認
出
来
ま
し
た
。

今
後
も
皆
伐
予
定
地
で
の
監
視
カ
メ
ラ

の
設
置
、
調
査
を
実
施
し
、
陶
都
森
林

組
合
へ
情
報
提
供
を
行
う
予
定
で
す
。

２
．㈲
ヤ
マ
エ
ス
日
比
野
林
業

　

瑞
浪
市
の
㈲
ヤ
マ
エ
ス
日
比
野
林
業

は
、
社
長
以
下
４
名
で
組
織
し
、
主
に

素
材
生
産
を
行
っ
て
い
る
林
業
事
業
体

で
す
。

　
同
社
は
、
切

盛
り
の
少
な

い
壊
れ
に
く

い
道
づ
く
り
、

残
存
木
に
傷

を
つ
け
な
い

丁
寧
な
施
業

を
行
っ
て
い

ま
す
。
道
に
つ
い
て
は
施
業
後
に
丸
太

を
使
用
し
た
横
断
溝
の
設
置
、
枝
条
敷

設
等
を
行
い
、
次
回
施
業
時
に
補
修
コ

ス
ト
が
少
な
く
使
用
で
き
る
よ
う
丁
寧

な
道
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
は
30
才
代
の
若
い
森

林
技
術
者
を
雇
用
し
、
将
来
に
向
け
た

援
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
新
人
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
新
た
な
森
林
経
営
計

画
作
成
を
支
援
す
る
予
定
で
す
。

今
後
の
課
題

　

森
林
組
合
や
林
業
事
業
体
が
安
定
し

て
事
業
を
継
続
し
て
い
く
に
は
、
さ
ら

な
る
森
林
経
営
計
画
の
作
成
と
、
着
実

な
実
行
管
理
が
必
要
で
す
。プ
ラ
ン
ナ
ー

本
人
と
事
業
体
の
主
体
性
を
重
視
し
つ

つ
農
林
事
務
所
で
は
必
要
に
応
じ
て
助

言
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
の
県
産
材
需
要
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
、
木
材
の
増
産
が
急
務
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
第
３
期
岐
阜
県
森
林

づ
く
り
基
本
計
画
の
新
た
な
取
組
と
し

て
、
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
実
現

の
た
め
、
主
伐
・
再
造
林
の
拡
大
が
掲

げ
ら
れ
ま
し
た
。
各
事
業
体
に
は
、
将

来
の
目
標
林
型
を
考
え
て
、
財
産
価
値

を
高
め
る
丁
寧
な
施
業
方
法
を
検
討
す

る
等
、
財
産
管
理
者
と
し
て
の
自
覚
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
森
林
所
有
者
の
立
場
で

の
森
林
づ
く
り
を
考
え
な
が
ら
、
東
濃

地
域
の
特
徴
で
あ
る
都
市
近
郊
林
と
し

て
求
め
ら
れ
る
多
様
な
機
能
が
発
揮
で

き
る
森
林
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
記
の
議
題
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
以
外
の
技
術
支
援
と
し
て
、
既
設
作

業
道
の
状
況
調
査
結
果
か
ら
、
壊
れ
に

く
い
作
業
道
開
設
及
び
施
業
終
了
後
の

管
理
方
法
の
提
案
や
、
コ
ン
テ
ナ
苗
研

修
開
催
等
を
農
林
事
務
所
か
ら
提
案
、

実
施
し
ま
し
た
。

⑵
皆
伐
・
再
造
林
事
業
地
の
ニ
ホ
ン
ジ

カ
対
策

　

平
成
28
年
度
に
実
施
し
た
約
５
ha
の

皆
伐
地
で
、
平
成
29
年
春
植
栽
に
当
た

り
、
近
年
全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
ニ

ホ
ン
ジ
カ
対
策
の
調
査
・
検
討
を
支
援

し
ま
し
た
。

平
成
28
年
４

月
に
は
岐
阜

県
森
林
研
究

所
の
協
力
を

得
て
現
地
の

野
生
動
物
生

息
調
査
を
行

い
、
ヒ
ノ
キ

の
樹
皮
剥
ぎ
、
サ
サ
の
食
痕
、
ニ
ホ
ン

カ
モ
シ
カ
の
た
め
糞
の
確
認
が
出
来
ま ▲監視カメラ設置

▲森林組合定例会議

▲枝条を敷いた作業道管理状況

▲プランナー研修生森林調査支援状況
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（
写
真
）、
高
木
性
種
と
の
競
合
に
勝
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

天
然
更
新
計
画
時
の
留
意
点

　
前
生
樹
の
な
か
に
萌
芽
力
が
強
い
低
木
性

の
競
合
種
が
存
在
す
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
萌

芽
に
よ
っ
て
高
木
性
種
が
被
圧
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
更
新
期
間
中
に
「
刈
り
出
し

（
※
３
）」
を
計
画
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
な
お
、
天
然
更
新
は
、
高
木
性
種
等
の
判

別
と
更
新
状
況
を
判
断
す
る
知
識
を
活
用

し
、
状
況
に
応
じ
た
施
業
が
求
め
ら
れ
る
方

法
で
す
。
森
林
の
更
新
を
計
画
す
る
と
き
に

は
、
人
工
造
林
も
選
択
肢
に
入
れ
て
、
確
実

な
更
新
方
法
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
※
１
）天
然
更
新

自
然
に
落
下
し
た
種
子
か
ら
発
芽
し
た
稚
樹

や
、
伐
根
か
ら
の
萌
芽
を
成
長
さ
せ
て
、
森
林

を
更
新
す
る
方
法
で
す
。

（
※
２
）天
然
更
新
完
了
基
準

「
更
新
樹
種
は
高
木
性
種
で
あ
る
こ
と
」
、

「
更
新
樹
種
が
高
さ
50 

cm
以
上
か
つ
競
合
植
物

の
高
さ
以
上
を
も
っ
て
３
，
0
0
0
本
／
ha
以

上
成
立
す
る
こ
と
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
※
３
）刈
り
出
し

更
新
樹
種（
高
木
性
種
）を
被
圧
し
て
い
る
周
囲

の
競
合
植
物
を
刈
り
払
う
作
業
で
す
。

の
幹
が
出
て
い
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
を
１
本

と
し
て
計
上
し
ま
し
た
。

シ
ロ
モ
ジ
と
ヒ
サ
カ
キ
の
萌
芽
が

高
木
性
種
と
競
合
し
ま
し
た

　
皆
伐
後
５
年
半
経
過
時
の
高
木
性
種
の
個

体
数
は
１
３
，
０
０
０
本
／
ha
以
上
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
低
木
性
種
の
シ
ロ
モ
ジ
・

ヒ
サ
カ
キ
と
競
合
し
た
こ
と
が
原
因
で
樹
高

成
長
が
抑
え
ら
れ
、
岐
阜
県
の
天
然
更
新
完

了
基
準（
※
２
）を
満
た
す
高
木
性
種
の
個

体
数
は
、
１
，
８
７
５
本
／
ha
に
留
ま
り
、

更
新
完
了
と
み
な
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
シ
ロ
モ
ジ
と
ヒ
サ
カ
キ
は
前
生
樹
と
し
て

存
在
し
、
皆
伐
前
の
樹
幹
数
の
合
計
は
約

５
，
６
０
０
本
／
ha
で
し
た
が
、
皆
伐
後
５

年
半
経
過
時
に
は
、
皆
伐
前
の
６
倍
近
い
約

３
２
，
０
０
０
本
／
ha
に
増
加
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
萌
芽
由
来
の
樹
幹
数
は
約
3
0
，

０
０
０
本
／
ha
あ
り
、
林
地
全
体
の
樹
幹
数

の
約
８
割
を
占
め
て
い
ま
し
た
（
図
）
。

　
皆
伐
と
同
時
に
行
っ
た
刈
り
払
い
に
よ

り
、
こ
の
２
樹
種
の
萌
芽
成
長
が
促
進
さ
れ

は
じ
め
に

　
森
林
の
更
新
方
法
の
ひ
と
つ
に
天
然
更

新（
※
１
）が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
方
法
を
適
用
す
る
と
き
は
、
林
床

の
植
生
や
土
壌
の
状
態
、
種
子
の
供
給
源

と
な
る
母
樹
と
の
位
置
関
係
、
獣
害
の
有

無
な
ど
様
々
な
点
を
考
慮
し
、
実
施
箇
所

に
適
し
て
い
る
か
を
、
慎
重
に
判
断
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
で
は
、天
然
更
新
を
妨
げ
る「
競
合

植
物
」に
関
す
る
留
意
点
に
つ
い
て
、県
内

の
試
験
事
例
を
踏
ま
え
て
紹
介
し
ま
す
。

ヒ
ノ
キ
林
の
皆
伐
後
に
天
然
更
新

の
試
験
を
行
い
ま
し
た

　
郡
上
市
に
あ
る
約
50
年
生
の
ヒ
ノ
キ
人
工

林
に
お
い
て
、
H
23
年
春
に
皆
伐
と
前
生
樹

（
下
層
木
）の
刈
り
払
い
を
行
い
、
跡
地
へ
の

樹
木
の
侵
入
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、皆
伐
前
と
、皆
伐
後
５
年
半
経
過
時

（
H
28
年
秋
）の
、
地
上
高
１
・
２
ｍ（
胸
高
）

以
上
の
樹
幹
数
を
調
査
し
ま
し
た
。な
お
、樹

幹
数
は
、
ひ
と
つ
の
個
体（
株
）か
ら
複
数
本

森
林
研
究
所
●
久
田 

善
純

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

天
然
更
新
を
計
画
す
る
と
き
の
留
意
点

　
  

〜
競
合
植
物
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
〜

図　皆伐後５年半経過時の樹幹数（胸高以上） 写真　萌芽により繁茂したシロモジの様子

0 5,000 10,000 15,000 20,000

その他

ヒサカキ

シロモジ

エゴノキ

シキミ

タムシバ

アオハダ

アカメガシワ

サカキ

（本／ｈａ）

高
木
性

小
高
木
性

低
木
性

各樹種の全体の樹幹数

萌芽 実生
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林
業
先
進
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
て

い
る
安
価
で
丈
夫
な
道
づ
く
り
（
屋
根
型
構

造
）
を
、
平
成
23
年
度
に
た
か
や
ま
林
業
・

建
設
業
協
同
組
合
が
、
高
山
市
清
見
町
の
県

営
林
で
開
設
し
ま
し
た
。
開
設
に
あ
た
っ
て

は
、
岐
阜
県
が
ド
イ
ツ
か
ら
招
聘
し
た
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
お
よ
び
作
設
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
直

接
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
開
設
後
５
年
が
経

過
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
数
多
い
技
術
の
中

で
災
害
の
原
因
と
な
る
水
の
処
理
方
法
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　屋
根
型
構
造
の
道

　
土
は
水
を
含
む
と
柔
ら
か
く
、
乾
く
と
硬

く
な
り
ま
す
。
ま
た
水
は
集
中
し
た
り
、
流

れ
に
勢
い
が
付
く
と
威
力
を
増
し
ま
す
。

　
丈
夫
な
道
づ

く
り
を
す
る
に

は
、
路
面
・
路

体
に
雨
水
等
を

浸
み
込
ま
せ
な

い
よ
う
速
や
か

に
排
水
す
る
こ

と
と
、
雨
水
を

集
中
さ
せ
る
こ

と
な
く
勢
い
を

弱
め
て
林
地
内
に
還
元
す
る
分
散
排
水
が
重

要
で
す
。
そ
の
機
能
を
持
た
せ
た
構
造
が
、

路
面
中
央
部
を
高
く
し
た
い
わ
ゆ
る
屋
根
型

構
造
で
す
。（
図
―
１
）
こ
う
す
る
こ
と
に
よ

り
、
雨
水
が
盛
土
法
面
と
素
掘
り
側
溝
へ
半
々

に
分
か
れ
て
分
散
排
水
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で

重
要
な
こ
と
は
、
雨
水
を
横
断
方
向
に
分
散

排
水
さ
せ
る
こ

と
な
の
で
、
横

断
勾
配
は
縦
断

勾
配
よ
り
急
に

す
る
こ
と
で

す
。

　
側
溝
の
横
断

排
水
は
管
渠
で

行
い
ま
す
が
、

ポ
イ
ン
ト
は
流

末
処
理
で
、
流

速
を
抑
え
て
地

山
に
誘
導
す
る

こ
と
で
す
。
管

渠
は
２
〜
３
％

で
敷
設
し
ま
す

が
、
流
末
が
土

羽
面
に
な
っ
た

場
合
は
、
雑
石

な
ど
で
階
段
状

に
水
路
を
作
り
、
流
速
を
抑
え
て
地
山
ま
で

誘
導
し
ま
す
。（
図
―
２
）
管
渠
の
吐
口
を
盛

土
法
尻
の
地
山
に
合
せ
て
設
置
し
た
場
合
、

敷
設
勾
配
が
急
に
な
り
流
速
を
速
め
て
排
水

す
る
こ
と
と
な
り
、
地
山
浸
食
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
横
断
排
水
の
間
隔
は
、
30

〜
50
ｍ
が
目
安
で
す
。

　
写
真
―
１
は
、
平
成
23
年
に
開
設
し
た
伊

西
３
号
線
で
す
。

　
　降
雨
時
の
状
況

　
写
真
―
２
は
、
強
雨
時
の
状
況
で
す
。
路

面
水
は
、
縦
断
方
向
へ
流
れ
る
こ
と
な
く
分

散
排
水
さ
れ
て
お
り
、
盛
土
面
の
浸
食
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
写
真
―
３
は
、
横
断
排
水
の
呑
み
口
の
状

況
で
す
。

　
側
溝
か
ら
ス

ロ
ー
プ
を
付
け
、

桝
の
大
き
さ
も

維
持
管
理
し
や

す
い
よ
う
に
バ

ケ
ッ
ト
の
大
き

さ
に
し
て
あ
り

ま
す
。
５
年
経

過
し
て
い
ま
す

が
、
26
年
豪
雨

災
の
時
も
閉
塞

は
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、

横
断
排
水
間
隔

が
60
ｍ
で
、
縦

断
勾
配
も
７
％

と
緩
や
か
な
こ

と
か
ら
、
側
溝

の
流
量
・
流
速

が
抑
え
ら
れ
、
枝
条
や
石
礫
が
流
れ
込
ま
な
い

た
め
で
す
。

　
写
真
―
４
は
、

流
末
で
す
。
管

渠
の
敷
設
勾
配

が
３
％
と
階
段

状
の
水
路
の
た

め
、
流
速
が
抑

え
ら
れ
て
地
山

へ
排
水
さ
れ
て

い
る
た
め
、
地

山
の
洗
掘
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　小
渓
流
の
横
断
排
水
処
理

　
写
真
―
５
は
、
常
水
が
ほ
と
ん
ど
無
い
小

渓
流
の
横
断
排
水
の
呑
み
口
で
す
。

　
通
常
、
管
渠
の
呑
み
口
は
流
心
に
設
置
し

ま
す
が
、
あ
え
て
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
設

置
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
勢
い
よ
く
流
れ
込
ん

で
き
た
濁
水
が
石
積
壁
に
あ
た
る
こ
と
で
流

速
を
抑
え
、
混
流
物
を
沈
殿
さ
せ
て
か
ら
排

水
す
る
仕
組
み

で
す
。
水
衝
部
、

沈
砂
域
、
静
水

域
の
機
能
を
持

た
せ
た
呑
み
口

構
造
の
た
め
、φ

３
０
０
の
管
渠

で
も
閉
塞
し
た

こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
７
ー
３
３
ー
１
１
１
１
内
線（
４
9
2
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛
騨
農
林
事
務
所
ま
で

治
山
・
林
道
研
究
課
題

　　
治
山
、林
道
の
各
研
究
会
で
は
、日
頃
の
業
務
で
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
、

調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
発
表
会
（
本
誌

7
6
3
号
18
〜
19
ペ
ー
ジ
）
で
発
表
さ
れ
た
研
究
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。

飛
騨
農
林
事
務
所
林
業
課

　中
谷 

和
司

欧
州
に
学
ぶ
安
価
で
丈
夫
な
道
づ
く
り

写真－1 図－2

写真－2写真－3

写真－4写真－5

図－1
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狩猟や有害鳥獣の捕獲に必要な狩猟免許の試験と受験される方を対象とした無料の講習会を実施します。

■試験の日時及び場所等

講習の受講は希望者のみ。事前に申し込みが必要です。
問い合わせ先：（一社）岐阜県猟友会（TEL：058-272-8398）

（主催者：岐阜県、受託者：（一社）岐阜県猟友会）

可茂総合庁舎大会議室（美濃加茂市古井町下古井2610-1）

飛騨・世界生活文化センター（高山市千島町900-1）

岐阜大学応用生物科学部棟（岐阜市柳戸1-1）

中濃総合庁舎大会議室（美濃市生櫛1612-2）

恵那総合庁舎大会議室（恵那市長島町正家後田1067-71）

７月13日（木）

8月 5日(土)

9月9日（土）

11月25日（土）

12月13日（水）

日　時 場　所 免許の種類 申請書の受付時間

全て

全て

全て

全て

わな猟

6月15日（木）～6月29日（木）

7月7日(金)～7月21日（金）

8月10日（木）～8月25日（金）

10月27日（金）～11月10日（金）

11月15日（水）～11月29日（水）

試験の新規受験者　　免許１種類につき５,２００円
狩猟免許取得者が別の狩猟免許を取得しようとする場合 免許１種類につき３,９００円
岐阜県内に住所を有し、網猟及びわな猟にあっては１８歳以上、第１種銃猟及び第２種銃猟に
あっては２０歳以上の者
（鳥獣保護管理法第４０条第２号から第６号の規定に該当する方は受験できません。）
岐阜地域環境室又は各県事務所環境課、環境企画課で配布しています。
http://www.pref.gifu.lg.jp/kurashi/kankyo/shizenhogo/c11265/syuryo.htmlから
ダウンロードすることもできます。
住所地のある岐阜地域環境室又は各県事務所環境課

■狩猟免許の種類

■手  数  料

■受 験 対 象 者

■提 出 書 類

■提　　出　　先

日　時 場　所 対　象
  6月14日（水）

6月24日（土）
7月4日（火）
8月8日（火）

10月29日（日）
11月9日（木）

白川町町民会館（加茂郡白川町河岐1645-1）

高山市民文化会館 （高山市昭和町1-188-1）

高山市民文化会館 （高山市昭和町1-188-1）

岐阜産業会館（岐阜市六条南2-11-1）

郡上市総合文化センター（郡上市八幡町島谷207-1）

瑞浪市総合文化センター（瑞浪市土岐町7267-4）

わな猟
第一種・第二種銃猟
わな猟
第一種・第二種銃猟
わな猟
わな猟

平成29年度狩猟免許試験

平成29年度狩猟免許講習会

狩猟免許試験と免許講習会のご案内平成29年度

9:30～17:00

9:30～17:00

9:30～17:00

9:30～17:00

9:30～17:00

免許の種類 使用できる猟具

網（むそう網、はり網、つき網、なげ網）

わな（くくりわな、はこわな、はこおとし、囲いわな）

装薬銃（ライフル銃・散弾銃）、空気銃（圧縮ガス銃を含む。）

空気銃（圧縮ガス銃を含む。）

網猟免許

わな猟免許

第一種銃猟免許

第二種銃猟免許
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コラム

7月号
予定

7月1日発行
イベント情報

清流の国ぎふ森林・環境税

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（143）
●山のおじゃまむし（312）
清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（55）
木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（55）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

地域の人

　4月から岐阜県山林協会に勤めている瀬上です。3月までは県職員として、森
林・林業関係の行政を37年間担当していました。その中で、印象深い仕事は、治

山事業です。平成元年に揖斐地域で発生した豪雨災害で、設計・施工監督した流路工に、下流
の県道の橋の手前で、土砂を貯める10ｍ程度の大きさの調整池を造っていたところ、その調整
池で豪雨で流れ出した土砂が止まり、県道に被害は出ず、地元の方から大変感謝されました。
自分の仕事の成果を実感するまたとない体験でした。山林協会でも、成果が実感できるよう仕
事をしていきたいと考えています。
　「森林のたより」は、一般の人から林業・木材産業の専門家、行政など巾広い分野の方に、森
林・林業に関わる様々な事柄を分かりやすく伝える情報誌として定着してきており、今後とも、
読者と編集者がそれぞれ納得できる情報誌であり続けるよう努力して行きたいと考えていま
す。

「森林のたより」編集長　（公社）岐阜県山林協会　瀬上 繁隆

森林・林業関係イベントカレンダー（7月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

●講習時間： 9:30～15:30 学科
　　　　　  15:30～16:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,340円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：12日 8:30～17:40 学科
　　　　　  13日 8:30～17:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：18,900円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

狩猟免許のための試験を実施します。
●時　間：9:30～17:00
●申　込：6月15日（木）～6月29日（木）
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは、

右記問い合わせ先までお問い合わせください。

●講習時間：1日目： 8:30～16:30 学科
　　　　　　　　  16:30～17:30 学科試験
　　　　2～4日目： 8:00～17:30 実技・試験
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：31,860円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

伐木・チェーンソー
作業従事者特別教育

平成29年度
狩猟免許試験

フォークリフト
運転技能講習

7月11日㈫

7月25日㈫～
7月28日㈮

７月13日㈭

7月12日㈬～
7月13日㈭

岐阜県森連東濃支所
（恵那市長島町永田字城ヶ洞307-69）

岐阜県森連東濃支所
（恵那市長島町永田字城ヶ洞307-69）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
TEL:058-275-0192／FAX:058-201-1195

林材業労災防止協会 岐阜県支部
TEL:058-275-0192／FAX:058-201-1195

学科：伊自良中央公民館（山県市大門912-1）
実技：ぎふ農協伊自良共選場（山県市洞田127-5）

可茂総合庁舎大会議室
（美濃加茂市古井町下古井2610-1）

各地域を所管する県事務所
または岐阜県環境企画課
TEL:058-272-1111（内線2701）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
TEL:058-275-0192／FAX:058-201-1195

受講資格：
自動車普通運転免許所持者

 林地開発許可制度について
　きれいな水や空気を育み、自然災害を防ぎ、生活環境を守
るなどの働きで、私たちの暮らしを支えてくれる森林。その大
切な森林の働きが、無秩序な開発で損なわれないよう設けら
れているのが森林法の「林地開発許可制度」です。

　私法上、土地所有者には、土地の所有責任があり、所有地で
災害が発生し、他人の生命や財産などに被害が生じると損害
賠償請求の対象となる場合があります。
　所有する土地を貸出などで開発用地として提供される際に
は、これらのリスクを認識して頂き、開発事業を行う方に対し
て次のことを確認し、ご納得頂いたうえで提供してください。

　保安林以外の民有林（地域森林計画対象民有林）において
１ヘクタールを超える開発を行う場合は、事前に申請し、知事
（農林事務所長）の許可を受けることが必要です。

●対象となる森林や規模は？

●開発中の防災対策の内容
●開発が終わった後に土地を管理する上で留意する点
●開発が中断・廃止されることになった場合の取り扱い

など

　無許可で開発を行ったり、許可条件に対する違反行為が
あった場合は、森林法に基づき、「中止」や「復旧」を命ぜられ
ることがあり、悪質な場合には罰則が科せられます。
　なお、平成２９年４月より罰則が強化されました。

●罰則強化について

　次の４つの森林の働きが、開発によって損なわれるおそれが
ないか審査します。

●許可の基準は？

周辺に土砂の流
出や崩壊、その
他の災害を発生
させるおそれが
ないこと。

計画地の流域内
に水害を発生さ
せるおそれがな
いこと。

地域の水量・水質
などに影響を与
え、水の確保に支
障をきたすおそ
れがないこと。

周辺の環境や景
観を悪化させる
おそれがないこ
と。

災害を防ぐ働き 水害を防ぐ働き 水を育む働き 環境を守る働き

【治山課　長谷部 達也】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ8528 治山課か県農林事務所までお問い合わせください。

開発事業を計画されている方へ

土地の所有者の方へ

罰金150万円以下　　　懲役３年以下　又は
　　　　　　　　　　　 罰金300万円以下

わがまちの森林・環境行政（7）　
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市況

木 材 用 語 一 口 メ モ

外材市況（ 4月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

281

295

284

302
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

単位：円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（4月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

65,000

65,000

65,000

60,000

65,000

120,000

59,000

60,000

→

→

→

→

→

→

→

→

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所

　スギ並材は３ｍ（16～22㎝）が不足しており強含み。スギ合板向け４ｍ
（18～42㎝）不足。ヒノキは並材の柱、土台はともに強含み、造材は４ｍ
（16～22㎝）が有利。長良川木材事業協同組合（白鳥）スギ、ヒノキ直送
受付しております。製紙パルプ向け広葉樹原木、受け入れ制限となってお
ります。予定される方は共販所担当者まで、一報ください。（岐阜）

　スギ並材3ｍ、4ｍ（16～22㎝）、合板向けスギ4ｍ（18～42㎝）が不
足。広葉樹は相変わらず太物（26㎝上）が人気。虫害の時期になり、伐採
後速やかに搬出ください。（飛騨）

　ヒノキ元木良材（高齢材及び枝打材など（特殊材））２ｍ・３ｍ・４ｍ・６ｍは
応札も多く価格安定。ヒノキ並材は３ｍ（16～28㎝）・４ｍ（16～28㎝）横
ばい、６ｍ（16～20㎝）価格安定。スギは全般的に品薄、４ｍ元木良材は
応札多くやや高値、二番玉並材は３ｍ・４ｍ（16～28㎝）横ばい。枝虫材
等、欠点材は売りにくい。（杉については、県内新工場稼働につき今後原
木の流れが良くなるが、荷不足感が強い。）（東濃）

全般的に横ばいで推移
【商況】

木 材 市 場

2,150

614

2,867

2,592

2,808

10,368

1,950

2,580

幅の狭い木材の小片をブロック集成した板を芯材に使用し、両面に単板か合
板を貼った特殊合板の一種。ブロックボードとも呼ばれます。ドア、間仕切り、
カウンターの天板などに用いられています。

ランバーコア合板

（参考）日刊木材新聞社　木材・建築用語辞典

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1629回

岐
阜
共
販
所

第1207回

飛
騨
共
販
所

第1540回

東
濃
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
22～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
22～28㎝

30㎝以上元
18～20㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－

16,700

－
－
－
－
－

60,000
－
－
－

16,000
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

32,000
13,100
13,900
23,000
22,000
19,700
64,000
－

20,200
73,000
29,900
－
－

12,200
11,000
12,000
11,600
12,500
13,500
16,500
15,000
16,600
14,000
18,500
25,000
11,500
11,000
11,000
16,500
16,000
14,000
17,000
24,000
9,000

10,000
15,000
16,000
－

22,000
12,200
12,400
13,500
17,000
15,000
20,500
9,000

14,900
22,000
27,000
7,500

10,000

5月9日

5月10日

5月11日
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